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Ⅰ 令和元年度の業務実績評価について 

 

 長岡市公立大学法人評価委員会は、「公立大学法人長岡造形大学 業務実績評価（年度評

価）実施要領」に基づき、公立大学法人長岡造形大学（以下、「法人」という。）の令和元

年度における業務の実績に関する評価を行った。 

 

１ 評価に関する基本的な考え方 

(1) 評価は、教育研究の特性、自主性、自律性に配慮しつつ、法人の継続的な質的向上 

に資するものとする。 

(2) 評価は、中期目標・中期計画の達成状況を踏まえ、法人の業務実績全体について総合的に 

行う。 

(3) 評価は、一連の過程を通じて、法人の状況を分かりやすく示し、社会への説明責任 

を果たすものとする。 

(4) 評価は、法人が自主的に行う組織・業務全般の見直しや次期の中期目標・中期計画 

の検討に資するものとする。 

(5) 評価にかかる業務が法人の過度の負担とならないように留意する。 

(6) 評価の仕組みについては、必要に応じて工夫・改善を行う。 

 

２ 評価方法 

業務実績評価は、「全体評価」、「大項目別評価」、「事業単位・指標単位評価」によ

り行った。 

・全体評価 

大項目別評価及び事業単位・指標単位評価の結果を踏まえ、法人の中期目標の達成に

向けた中期計画全体の進捗状況を総合的に勘案して評価を行った。 

・大項目別評価 

事業単位・指標単位評価の結果を踏まえ、５つの大項目（８区分）ごとに、中期計画

の進捗状況について評価を行った。 

・事業単位・指標単位評価 

年度計画に記載された事項ごと（事業単位）及び評価指標ごと（指標単位）の実施状

況または達成状況を確認し、評価を行った。 
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Ⅱ 評価結果 

 

１ 全体評価 

(1) 評価結果 

中期計画の進捗は順調である 

 

 (2) 評価理由 

大項目（８区分）別評価の「大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成する

ための措置」の４区分及び「財務内容の改善に関する目標を達成するための措置」、

「自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標を達成するための措置」について

は、令和元年度業務実績で年度計画を上回る取組が多く認められた点などを総合的に

勘案し『Ａ 中期計画の進捗は順調』と判断した。 

また、「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」、「その

他業務運営に関する目標を達成するための措置」については、令和元年度の取組の多

くが年度計画どおりに実施されていることなどを総合的に勘案し『Ｂ 中期計画の進

捗は概ね順調』と判断した。 

全体評価については、第１期中期目標期間（平成26年度～平成31年度）の最終年度

を終えて、大項目別評価の全てが「Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調」 以上であり、か

つ４区分が「Ａ 中期計画の進捗は順調」となっていること、加えて、地域・社会・

企業と連携した教育の実施及び地域貢献に関する項目で顕著な成果が見られることか

ら、(1)の評価が相当と判断した。 

大項目別評価 

大項目（８区分） 
評価
結果

Ｓ 
 

中期計画
の進捗は
優れて 
順調 

Ａ 
 

中期計画
の進捗は
順調 
 

Ｂ 
 

中期計画
の進捗は
概ね順調

 

Ｃ 
 

中期計画
の進捗は
やや遅れ
ている 

Ｄ 
 

中期計画
の進捗は

遅れている

大学の教育
研究等の質
の向上に関
する目標を
達成するた
めの措置 

教育に関する目標を 
達成するための措置 

Ａ  〇   
 

研究に関する目標を 
達成するための措置 

Ａ  〇   
 

地域貢献に関する目標を 
達成するための措置 

Ａ  〇   
 

国際交流に関する目標を 
達成するための措置 

Ａ  〇  
 

 

 

業務運営の改善及び効率化に関する目標を 
達成するための措置 

Ｂ   ○  
 

 

財務内容の改善に関する目標を 
達成するための措置 

Ａ  〇   
 

 

自己点検・評価及び情報公開の推進に関す
る目標を達成するための措置 

Ａ  〇   
 

 

その他業務運営に関する目標を 
達成するための措置 

Ｂ   ○  
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 (3) 令和元年度の特筆すべき取組 

【教育に関する目標を達成するための措置】 

・地域・社会・企業と連携した教育の実施 

 学部において開講した地域協創演習では、新規のプロジェクトが多く行われ、市内の

ほか、市外、海外にまで対象地域を広げ、様々な企業や団体の協力を得て実践的な教

育を実施している。 

・学生支援に関する取組 

 学生の様々な悩みに対応するカウンセラーを配置し、さらに、必要な場合には医療機

関とも連携してきめ細やかな支援を実施している。また、学生対応のポイントを教職

員に周知し、全学的な支援体制の充実を図っている。 

 

【研究に関する目標を達成するための措置】 

・地域社会の課題解決に関する研究の促進 

   教員の積極的な取組の結果、地域社会の課題解決に関する研究に対する研究費の申

請件数が増加している。 

 

【地域貢献に関する目標を達成するための措置】 

・地域との連携に関する取組 

 学部及び大学院で多くの演習や実習、インターンシップが実施され、学生は地域で

実践的に学び、プロジェクトを通じて地域や企業の課題解決に寄与している。ま

た、大学への理解を深め、地域との連携を促進するため、子どもから大人まで参加

できる講座やイベントを多数開催している。「ながおかアートフェスティバル」と

「市民オープンキャンパス」を同時に開催したことで、多くの市民、県民が来場し

た。 

・教育機関との連携に関する取組 

 小、中、高校と連携し、児童・生徒がものづくりやデザインに触れ、学ぶ機会を提

供している。 

【国際交流に関する目標を達成するための措置】 

・外国人留学生の受入れ 

 大学院修士課程に正規留学生２人を受け入れている。その他、平成 30年度に交流協

定を締結したドイツのトリアー応用科学大学へ交換留学生 1 人を派遣し、トリアー

応用科学大学からは特別研究性、特別聴講生４人を受け入れている。 

 

【財務内容の改善に関する目標を達成するための措置】 

 ・学生数の安定的な確保に関する取組 

進学相談会、説明会において受験生の大学への理解を深めるとともに、学生支援の

充実など大学の魅力向上に取り組んだ結果、高い志願倍率を維持している。 

【自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標を達成するための措置】 

・情報公開の推進 

 大学の教育、研究、地域貢献活動を積極的に情報発信しており、新聞を中心にメデ

ィアに取り上げられた件数が 200 件を超えている。   
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２ 大項目別評価 

第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 (1) 評価理由 

事業単位評価の39項目のうち、28項目でｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、10項目がａ

評価（年度計画を上回る若しくは十分な実施）であり、さらに、学士課程の演習・インターンシップ・

実習に係る１項目がｓ評価（特に優れる若しくは顕著な成果）であった。 

指標単位評価では、4項目すべてがａ評価（100％以上）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

            

      

 

 

 

 

 

 

事業単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る若し

くは十分な

実施 

年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

39 

1 

（2％） 

10 

（26％） 

28 

（72％） 
 

 

 

       

指標単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 100％以上か

つ顕著な成果 
100％以上 

80％以上

100％未満 

60％以上

80％未満 
60％未満 

項目数 

4 
 

4 

（100％）
 

 

 

 

 

 

 (2)  概況 

○教育の内容等に関する目標を達成するための措置 

・進学相談会、説明会を積極的に行い、大学の理念や教育の周知に努めている。 

・大学院においても、効果的な学生募集活動に取り組まれたい。 

・学部における地域協創演習、大学院における地域特別プロジェクト演習では、地域や企業と連携した

プロジェクトを多く実施しており、社会における実践的な教育を行っている。特に地域協創演習では、

若手教員が地域連携活動の推進役として加わったことで新規プロジェクトの件数が増加し、市内のみ

ならず海外でもプロジェクトを実施している。多くの人と関わり、協力して事業を進める中で創造力、

応用力、実行力を伸ばす教育を行っている。 

2%

26%

72%

事業単位評価

s ａ ｂ

100%

指標単位評価

ａ
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○教育の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・修学、研究に必要なソフトや機器を整備すると同時に、学生の制作活動を充実させるための環境整備

を行っている。 

 

○学生への支援に関する目標を達成するための措置 

・担任制度やオフィスアワーでの履修指導のほか、カウンセラーや職員、必要な場合には医療機関とも

連携し、きめ細やかな学生支援に取り組んでいる。また、学生対応のポイントをガイドラインとして

まとめ、教職員に周知し、全学的な支援体制の整備を行っている。 

・低学年のキャリアデザイン教育の実施やキャリアデザインセンターの設置など、支援体制の充実を図

っている。今後は、市内就職者数の増加に向けて効果的な取り組みを進められたい。 

○教育の成果に関する指標 

・進学相談会、説明会を開催するなど積極的な広報活動を行った結果、志願倍率は年度計画の目標値（３

倍）を上回る６倍（志願者785人／募集定員130人（一般））を達成した。 

・最前線で活躍する民間人の非常勤講師への登用件数は、年度計画の目標値（60 人）を上回る 160 人

となった。 

  ・授業評価アンケートの結果、学生の授業内容満足度は年度計画の目標値（4.0 以上）を上回る 4.57

であった。 
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２ 研究に関する目標を達成するための措置 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

     事業単位評価の13項目のうち、12項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、１項目が

ａ評価（年度計画を上回る若しくは十分な実施）であった。 

     指標単位評価では、２項目ともにａ評価（100％以上）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

 

      

      

      

      

      

      

 

 

事業単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る若し

くは十分な

実施 

年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

13 
 

1 

（8％） 

12 

（92％） 
 

 

 

       

指標単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 
100％以上か

つ顕著な成果 
100％以上 

80％以上

100％未満 
60％以上

80％未満 
60％未満 

項目数 

2 
 

2 

（100％）
 

 

 

 

 

 

 (2)  概況 

○研究水準及び研究の成果に関する目標を達成するための措置 

・特別研究費の申請条件である外部研究補助金への応募について、教員同士で勉強会を行うなど積極的

に取組が進められた。その結果、令和２年度特別研究費への申請件数が増加している。 

○研究の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・教員顕彰制度の運用を開始し、優れた研究成果に対する表彰や外部への広報、研究費の優先配分を

実施している。 

○研究の成果に関する指標 

・教員研究成果発表・作品展の実施回数は２回であり、目標値を達成している。 

・地域貢献に関する研究・プロジェクト数は 14件であり、年度計画の目標値（10 件）を上回っている。 

8%

92%

事業単位評価

ａ ｂ

100%

指標単位評価

ａ
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３ 地域貢献に関する目標を達成するための措置 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

    事業単位評価の14項目のうち、７項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、６項目がａ

評価（年度計画を上回る若しくは十分な実施）であり、さらに、演習・実習科目の強化に関する項目

がｓ評価（特に優れる若しくは顕著な成果）であった。 

   指標単位評価では、３項目すべてがａ評価（100％以上）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

 

      

      

      

 

      

      

      

 

事業単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る若し

くは十分な

実施 

年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

14 

1 

(7%) 

6 

（43％） 

7 

（50％） 
 

 

 

       

指標単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 
100％以上か

つ顕著な成果 
100％以上 

80％以上

100％未満 

60％以上

80％未満 
60％未満 

項目数 

3 
 

3 

（100％）
 

 

 

 

 

 

 (2)  概況 

○地域社会との連携に関する目標を達成するための措置 

・「デザイン研究開発」では企業や自治体、地域と連携し、課題解決や産業振興に取り組んでいる。 

・「市民オープンキャンパス」での子どもから大人までを対象としたイベントの実施や、「市民工房」

での市民への学びの場の提供によって、大学への理解の促進と地域との連携強化に取り組んでいる。 

・プロジェクトやインターンシップを通じて、地域社会と関わりながら、実践的な教育を実施している。 

〇教育機関との連携に関する目標を達成するための措置 

・「こどもものづくり大学校」や「美術・デザイン勉強会」を実施し、小学生から高校生までがものづ

くりやデザインを学ぶ機会を提供している。教員向けに研究会を行うなど人材育成にも寄与している。 

7%

43%50%

事業単位評価

s ａ ｂ

100%

指標単位評価

ａ
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○地域貢献の成果に関する指標 

・「市民工房」の受講者数は年度計画の目標値（延べ 500人）を上回る 577 人、小学生を対象とする講

座においても受講者数は年度計画の目標値（延べ 150 人）を上回る 239 人となった。 
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４ 国際交流に関する目標を達成するための措置 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

    ４項目のうち、３項目でｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、１項目がａ評価（年度計画

を上回る若しくは十分な実施）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

      

      

 

 

      

      

      

      

 

 

事業単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る若し

くは十分な

実施 

年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

4 
 

1 

（25％） 

3 

（75％） 
 

 

 

 

 (2)  概況 

・令和元年度は新たに２人の留学生を受け入れ、正規留学生が学部、大学院合わせて５人となってい

る。留学生の派遣及び受入れの促進に向け、着実に取組を進めている。 

・平成 30年度に交流協定を締結したドイツのトリアー応用科学大学へ交換留学生１名を派遣し、ト

リアー応用科学大学からは特別研究生、特別聴講生４人を受け入れている。学生は留学先において、

新たな知識や技術を習得するだけでなく、他の学生や教員と交流を深めることで双方の大学の橋渡

しの役割を担っている。 

 

 

  

25%

75%

事業単位評価

ａ ｂ



10 

 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

 

Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調 

 

 (1) 評価理由 

10項目全ての項目がｂ評価（年度計画を実施）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期計画の進捗は概ね順調）が相当である。 

 

      

      

 

 

      

      

      

      

 

事業単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る若し

くは十分な

実施 

年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

10 
  

10 

（100％）
 

 

 

 

 (2)  概況 

○教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

・平成 28年度に認証評価を受けた大学基準協会からの指摘事項に対する改善内容をとりまとめ、大学

基準協会に提出した結果、改善の効果が認められ、再度報告を求める事項は無しとされている。 

○人事の適正化に関する目標を達成するための措置 

・教員、事務職員それぞれの人事評価制度を整備している。あわせて、事務職については、昇任昇格に

関する基準を策定している。 

 

 

  

100%

事業単位評価

ｂ



11 

 

第３ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

    ８項目のうち、７項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、１項目がａ評価（年度計画

を上回る若しくは十分な実施）であった。 

近年、効果的な学生募集活動と修学・就職支援への総合的な取組によって高い志願倍率を維持する

など、経営の柱の一つである自己収入を安定的に確保し続けている。このような実績を総合的に勘案

すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

事業単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る若し

くは十分な

実施 

年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

8 
 

1 

（12％） 

7 

（88％） 
 

 

 

 

 (2)  概況 

○経営の安定化に向けた自己収入の確保に関する目標を達成するための措置 

・特色あるカリキュラムの実施や充実した学生支援など、大学の魅力向上に取り組み、効果的な学生募

集活動を行った結果、高い志願倍率となっている。学生数を安定的に維持できており、その結果、学

生納付金等の収入を確保し、経営の安定化につなげている。 

○経費の節減に関する目標を達成するための措置 

・長期修繕計画に基づく空調設備の更新やLED照明への交換などを行い、省エネルギー化、経費の削減

に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

12%

88%

事業単位評価

ａ ｂ



12 

 

第４ 自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標を達成するための措置 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

５項目のうち、３項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、２項目がａ評価（年度計画を

上回る若しくは十分な実施）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

事業単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る若し

くは十分な

実施 

年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

5 
 

2 

（40％） 

3 

（60％） 
 

 

 

 

 (2)  概況 

○情報公開の推進に関する目標を達成するための措置 

・ながおかアートフェスティバルと同時に開催した市民オープンキャンパスやファッションショー、中

心市街地でのアートプロジェクトを通じ、大学の教育、研究、地域貢献活動を市民に向けて積極的に

情報発信している。 

・新聞をはじめとするメディアに取り上げられた件数が年間 200 件を超えている。 

  

40%

60%

事業単位評価

ａ ｂ



13 

 

第５ その他業務運営に関する目標を達成するための措置 

 

Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調 

 

 (1) 評価理由 

９項目全てがｂ評価（年度計画を実施）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期計画の進捗は概ね順調）が相当である。 

      

      

      

      

      

      

 

      

      

事業単位評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る若し

くは十分な

実施 

年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

9 
  

9 

（100％）
 

 

 

 

 (2)  概況 

○安全管理に関する目標を達成するための措置 

・新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、学校医の協力を得て対策のための学内ルールを作成するな

ど、衛生管理を適切に行うための対応を行っている。 

100%

事業単位評価

ｂ
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区
分

第
1

大
学

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

第
1

大
学

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

1
教

育
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
1

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

教
育

の
成

果
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
(
1
)

教
育

の
成

果
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

ア
　

学
士

課
程

に
お

け
る

教
育

ア
　

学
士

課
程

に
お

け
る

教
育

1
　

建
学

の
理

念
に

基
づ

き
、

社
会

人
基

礎
力

、
構

想
力

、
造

形
力

を
修

得
し

た
人

材
を

養
成

す
る

た
め

、
以

下
の

教
育

を
行

う
。

1
　

2
0
1
8
年

度
以

降
入

学
者

向
け

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

及
び

2
0
1
4
年

度
以

降
入

学
者

向
け

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

運
営

す
る

。

b
b

（
ア

）
社

会
人

基
礎

力
の

養
成

 
主

体
的

、
能

動
的

な
学

修
姿

勢
を

身
に

付
け

、
確

か
な

基
礎

学
力

と
幅

広
く

高
度

な
専

門
知

識
・

技
術

の
修

得
を

重
視

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

編
成

に
よ

り
、

社
会

人
基

礎
力

で
あ

る
「

前
に

踏
み

出
す

力
」

、
「

考
え

抜
く

力
」

、
「

チ
ー

ム
で

働
く

力
」

を
養

う
。

（
イ

）
構

想
力

の
養

成

 
培

っ
た

さ
ま

ざ
ま

な
知

識
と

技
術

を
実

際
に

応
用

し
な

が
ら

、
実

社
会

の
具

体
的

な
課

題
解

決
に

取
り

組
む

演
習

・
実

習
に

よ
り

、
「

問
題

の
発

見
」

「
原

因
の

究
明

」
「

解
決

へ
の

構
想

」
「

試
行

及
び

検
証

」
と

い
う

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

セ
ス

を
実

践
で

き
る

構
想

力
を

養
う

。

（
ウ

）
造

形
力

の
養

成

 
基

礎
的

な
造

形
教

育
で

身
に

付
け

た
表

現
力

や
豊

か
な

人
間

性
を

基
礎

に
、

各
専

門
の

講
義

、
演

習
、

実
習

に
よ

り
、

自
己

の
「

思
い

」
を

形
に

で
き

る
造

形
力

を
養

う
。

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

 
 
1
年

生
及

び
2
年

生
を

対
象

と
す

る
20
1
8
年

度
以

降
入

学
者

向
け

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

並
び

に
3年

生
及

び
4
年

生
を

対
象

と
す

る
2
0
1
4
年

度
以

降
入

学
者

向
け

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
き

科
目

を
開

講
し

、
学

位
授

与
方

針
に

定
め

る
人

材
の

育
成

を
行

っ
た

。

３
　

事
業

単
位

・
指

標
単

位
評

価

計
画

の
実

施
状

況
等

1
4



自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

イ
　

大
学

院
課

程
に

お
け

る
教

育
イ

　
大

学
院

課
程

に
お

け
る

教
育

2
　

各
専

攻
分

野
に

関
す

る
高

度
な

専
門

知
識

と
技

術
を

修
得

す
る

授
業

科
目

の
設

置
と

と
も

に
、

複
合

的
に

学
べ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
に

よ
り

、
総

合
的

、
横

断
的

な
観

点
か

ら
デ

ザ
イ

ン
領

域
全

体
を

見
通

し
、

各
研

究
領

域
を

束
ね

な
が

ら
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
で

き
る

能
力

を
養

う
。

2
　

2
0
1
8
年

度
以

降
入

学
者

の
領

域
編

成
及

び
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着
実

に
運

営
す

る
。

b
b

(
2
)

教
育

の
内

容
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
2
)

教
育

の
内

容
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

ア
　

入
学

者
受

入
方

針
ア

　
入

学
者

受
入

方
針

【
学

士
課

程
】

3
（

ア
）

大
学

の
建

学
の

理
念

と
教

育
目

標
を

踏
ま

え
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
(
入

学
者

受
入

方
針

）
を

明
確

に
示

し
、

受
験

生
へ

の
周

知
徹

底
を

図
る

と
と

も
に

、
高

い
目

的
意

識
と

優
れ

た
資

質
を

持
つ

学
生

の
入

学
を

促
進

す
る

入
試

制
度

を
整

備
す

る
。

3
（

ア
）

本
学

独
自

の
大

学
説

明
会

を
実

施
し

、
本

学
へ

の
理

解
を

深
め

た
上

で
入

学
を

志
願

す
る

者
の

増
加

を
図

る
。

ま
た

、
2
0
2
1
年

度
以

降
の

入
試

に
つ

い
て

、
多

様
な

背
景

を
持

っ
た

入
学

者
を

確
保

す
る

た
め

、
入

試
制

度
の

詳
細

を
決

定
す

る
。

a
相

談
会

、
説

明
会

を
通

じ
て

高
校

生
や

高
校

教
員

の
大

学
の

理
念

や
教

育
に

つ
い

て
周

知
し

て
る

。
引

き
続

き
、

優
れ

た
資

質
を

持
つ

学
生

の
確

保
に

取
り

組
ま

れ
た

い
。

a

4
（

イ
）

多
彩

な
学

生
を

受
け

入
れ

る
た

め
、

意
欲

・
人

物
・

基
礎

学
力

・
表

現
力

を
見

極
め

る
Ａ

Ｏ
、

推
薦

、
一

般
入

学
試

験
な

ど
多

様
な

選
考

を
実

施
す

る
。

4
（

イ
）

「
2
0
2
1
年

度
入

試
」

か
ら

の
新

入
試

制
度

へ
の

円
滑

な
移

行
に

留
意

し
つ

つ
、

現
行

制
度

で
最

後
と

な
る

入
試

に
つ

い
て

問
題

内
容

を
精

査
し

実
施

す
る

。

b
b

5
（

ウ
）

本
学

の
教

育
内

容
へ

の
深

い
理

解
や

教
育

環
境

の
周

知
を

目
指

し
、

受
験

生
の

立
場

に
立

っ
た

積
極

的
か

つ
多

様
な

広
報

活
動

を
展

開
す

る
。

5
（

ウ
）

高
校

生
に

対
し

て
進

学
相

談
会

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

、
出

張
講

義
等

に
よ

り
、

本
学

へ
の

興
味

を
喚

起
す

る
。

ま
た

、
高

校
生

が
よ

り
参

加
し

や
す

い
高

校
内

及
び

予
備

校
内

で
の

本
学

独
自

の
大

学
説

明
会

を
実

施
す

る
。

さ
ら

に
、

高
校

教
員

が
本

学
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
場

と
し

て
、

高
校

教
員

を
対

象
と

し
た

大
学

説
明

会
を

開
催

す
る

。

b
b

　
領

域
編

成
及

び
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

基
づ

き
科

目
を

開
講

し
、

総
合

的
、

横
断

的
な

観
点

か
ら

デ
ザ

イ
ン

領
域

全
体

を
見

通
す

能
力

や
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
を

身
に

付
け

た
人

材
の

育
成

を
行

っ
た

。

（
ア

）
本

学
独

自
の

高
校

内
相

談
会

26
校

、
高

校
教

員
対

象
大

学
説

明
会

3
回

を
実

施
し

た
結

果
、

前
年

度
比

1
0
.
2
％

増
の

1
,
2
8
9
人

の
公

立
化

以
降

最
多

の
出

願
数

と
な

っ
た

。
　

ま
た

、
合

格
者

の
入

学
率

も
9
3
.
8
％
と

な
り

、
前

年
度

か
ら

2
.
1
％

増
加

し
た

。
　

さ
ら

に
、

2
0
2
1
年

度
入

試
に

つ
い

て
は

、
度

重
な

る
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

関
連

の
状

況
変

化
に

適
切

に
対

応
し

、
受

験
生

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
抑

え
る

新
た

な
制

度
を

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

（
イ

）
2
0
2
1
年

度
入

試
か

ら
の

新
し

い
入

試
制

度
へ

の
移

行
を

円
滑

に
行

う
た

め
、

2
0
2
0
年
度

入
試

の
問

題
を

よ
り

思
考

力
、

発
想

力
及

び
表

現
力

を
問

う
内

容
と

し
た

。

（
ウ

）
会

場
形

式
進

学
相

談
会

3
7
会

場
、

高
校

・
予

備
校

内
進

学
相

談
会

5
8
校

（
内

本
学

独
自

2
6
校

）
、

出
張

講
義

2
0
校

、
高

校
教

員
対

象
大

学
説

明
会

3
回

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

3
回

（
延

べ
参
加

者
2
,
4
2
4

人
）

を
実

施
し

、
本

学
へ

の
興

味
喚

起
と

理
解

度
の

向
上

を
図

っ
た

。

1
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

【
大

学
院

課
程

】

6
（

ア
）

本
学

学
部

生
の

大
学

院
進

学
を

促
進

す
る

た
め

、
大

学
院

説
明

会
を

開
催

し
、

3
 
o
n
 
3
 
入

試
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

学
外

者
向

け
に

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
大

学
院

相
談

ブ
ー

ス
を

設
け

る
。

b
今

後
も

効
果

的
な

学
生

募
集

活
動

に
取

り
組

ま
れ

た
い

。
b

イ
　

教
育

課
程

イ
　

教
育

課
程

(
ア

)
　

学
士

課
程

(
ア

)
　

学
士

課
程

6
ａ

 
 
新

入
学

生
が

大
学

の
新

し
い

教
育

環
境

に
い

ち
早

く
慣

れ
、

各
自

が
目

標
を

持
ち

、
自

ら
学

び
、

考
え

、
発

信
で

き
る

よ
う

、
学

修
ス

キ
ル

の
基

礎
づ

く
り

を
行

う
導

入
教

育
を

強
化

す
る

。

7
ａ

　
導

入
教

育
と

し
て

の
「

基
礎

造
形

実
習

Ⅰ
・

Ⅱ
」

及
び

「
基

礎
ゼ

ミ
」

を
継

続
し

て
開

講
す

る
。

b
b

7
ｂ

　
幅

広
い

視
野

と
知

識
を

も
っ

て
社

会
の

中
で

多
様

な
人

々
と

交
わ

り
、

共
に

活
動

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

能
力

を
築

く
ソ

ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
ズ

科
目

を
拡

充
す

る
。

8
ｂ

　
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ス

キ
ル

ズ
科

目
を

継
続

し
て

開
講

す
る

。
b

b

8
ｃ

 
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

状
況

適
応

力
、

計
画

・
創

造
力

、
実

行
力

を
最

大
限

に
伸

ば
す

た
め

、
地

域
、

社
会

、
企

業
と

連
携

し
た

実
践

的
な

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
導

入
す

る
。

9
ｃ

　
地

域
、

社
会

、
企

業
と

連
携

し
た

「
地

域
協

創
演

習
」

、
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
及

び
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

」
を

選
択

必
修

科
目

と
し

て
開

講
す

る
。

s
地

域
協

創
演

習
で

は
、

件
数

が
増

加
し

た
う

え
、

半
数

以
上

が
新

規
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

な
る

な
ど

、
地

域
と

連
携

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
市

内
で

の
活

動
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

④
新

潟
県

立
万

代
島

美
術

館
「

タ
ー

タ
ン

展
」

関
連

企
画

「
ト

キ
タ

ー
タ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

案
）

」
で

は
佐

渡
市

及
び

関
連

す
る

見
附

市
の

企
業

、
⑧

自
然

共
生

型
産

業
を

目
指

し
た

f
a
r
m
 
m
i
e
l

p
r
o
j
e
c
t
で

は
ラ

オ
ス

人
民

民
主

共
和

国
農

林
局

な
ど

、
様

々
な

企
業

や
団

体
と

協
働

し
な

が
ら

、
社

会
に

お
い

て
実

践
的

な
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

s

b
　

 
学

生
の

社
会

人
基

礎
力

養
成

の
た
め

、
「

英
語

オ
ー

ラ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

の
ほ

か
、

「
キ

ャ
リ

ア
計

画
実

習
」

な
ど

の
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
教

育
科

目
、

「
論

理
学

」
な

ど
の

教
養

科
目

を
開

講
し

た
。

ｃ
　

地
域

協
創

演
習

で
は

1
3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
、

延
べ

1
5
5
人

が
受

講
し

た
。

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
で

は
、

大
学

を
通

し
て

実
施

す
る

公
募

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
し

延
べ

7
8
人

が
受

講
し

、
学

生
が

直
接

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参

加
す

る
自

主
活

動
型

で
は

3
人

が
参

加
し

た
。

　
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
で

は
、

公
募

型
で

延
べ

7
4
人

が
参

加
し

、
3
5
人

が
単

位
を

取
得

し
た
。

ま
た

、
自

主
活

動
型

で
も

延
べ

1
6
1
人

が
参

加
し
、

2
2
人

が
単

位
を

取
得

し
た

。
実

施
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

は
以

下
の

と
お
り

。

（
ア

）
2
回

の
大

学
院

説
明

会
の

ほ
か
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

大
学

院
個

別
相

談
を

実
施

し
た

。
そ

の
結

果
、

大
学

院
修

士
課

程
は

出
願

者
が

1
5
人

、
入

学
者

は
1
1
人

と
な

っ
た

。
　

ま
た

、
博

士
（

後
期

）
課

程
は

4
人
が

出
願

、
3
人

が
入

学
し

、
初

め
て

定
員

充
足

を
実

現
で

き
た

。

ａ
　

新
入

生
が

本
学

の
教

育
環

境
に

円
滑

に
適

応
で

き
る

よ
う

、
導

入
教

育
と

し
て

「
基

礎
造

形
実

習
」

及
び

「
基

礎
ゼ

ミ
」

を
開

講
し

た
。

【
地

域
協

創
演

習
】

①
カ

カ
シ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②
摂

田
屋

こ
へ

び
隊

③
棚

田
草

刈
ア

ー
ト

日
本

選
手

権
④

新
潟

県
立

万
代

島
美

術
館

「
タ

ー
タ
ン

展
」

関
連

企
画

「
プ

ジ
（

案
）

1
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

⑤
U
I
/
U
X
 
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⑥

摂
田

屋
地

区
サ

フ
ラ

ン
酒

本
舗

倉
庫
内

に
大

量
放

置
さ

れ
た

廃
ガ

ラ
ス

瓶
及

び
漆

器
を

ア
ッ

プ
サ

イ
ク

ル
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
ト

）
企

画
・

制
作

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

⑦
長

岡
も

の
づ

く
り

紹
介

冊
子

の
制

作
⑧

自
然

共
生

型
産

業
を

目
指

し
た

f
a
rm
 
m
i
e
l

p
r
o
j
e
c
t

⑨
越

後
川

口
温

泉
同

好
会

⑩
長

岡
米

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

⑪
新

潟
県

立
近

代
美

術
館

だ
よ

り
「

雪
椿

通
信

」
の

リ
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⑫

工
場

の
祭

典
「

ピ
ン

ク
ス

ト
ラ

イ
プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

⑬
生

活
用

品
提

案
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

【
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
（

公
募

型
）

】
①

長
岡

花
火

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
②

越
後

み
し

ま
竹

あ
か

り
街

道
2
0
1
9

【
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（

公
募

型
）

】
A
O
I
 
P
ｒ

o
、

デ
ジ

タ
ル

・
ア

ド
・

サ
ー
ビ

ス
、

ア
ド

ブ
レ

ー
ン

、
カ

イ
カ

イ
キ

キ
、

株
式

会
社

R
O
L
E
、

公
益

財
団

法
人

中
越

防
災

安
全

推
進

機
構
、

株
式

会
社

タ
カ

ヤ
、

株
式

会
社

N
A
P
建

築
、

東
海
林

健
建

築
設

計
事

務
所

、
一

般
社

団
法

人
s
w
i
t
c
h
、

江
角

ア
ト

リ
エ

、
森

田
一

弥
建

築
設

計
事

務
所

、
株
式

会
社

 
梓

設
計

、
ア

イ
ア

ン
オ

ー
、

新
潟

日
報

社
、
三

芝
硝

材
、

小
国

和
紙

生
産

組
合

、
デ

ザ
イ

ン
ト

ー
ク

、

ヒ
ッ

コ
リ

ー
ト

ラ
ベ

ラ
ー

ズ
、

C
E
K
A
I（

世
界

株
式

会
社

）
、

株
式

会
社

レ
イ

ア
ッ

プ
、

有
限
会

社
セ

メ
ン

ト
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
デ

ザ
イ

ン
、

パ
ー

ル
金

属
、

株
式

会
社

エ
レ

フ
ァ

ン
ト

ス
ト

ー
ン

、
雄

国
根

曲
り

竹
細

工
 
雄

国
根

曲
り

竹
細

工
保

存
会

、
ハ
ー

バ
ー

ハ
ウ

ス
、

株
式

会
社

ス
タ

ジ
オ

カ
ー

サ
、

株
式

会
社

ア
ー

ル
・

エ
フ

・
エ

ー
、

株
式

会
社

エ
ム

テ
ィ

ー
ア

イ
、

株
式

会
社

日
比

野
設

計
、

大
南

建
設

工
業

株
式

会
社

、
富

士
印

刷
、

新
越

ワ
ー

ク
ス

、
株
式

会
社

東
海

理
化

、
ス

ズ
キ

株
式

会
社

1
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

9
ｄ

　
現

象
の

観
察

と
考

察
を

繰
り

返
し

行
う

こ
と

で
、

潜
在

的
な

問
題

を
探

求
す

る
力

を
修

得
さ

せ
る

と
と

も
に

、
問

題
の

解
決

か
ら

新
し

い
価

値
の

創
造

ま
で

構
想

で
き

る
力

を
養

成
す

る
た

め
、

問
題

解
決

型
の

演
習

・
実

習
科

目
を

開
講

す
る

。

1
0

ｄ
　

「
問

題
の

発
見

、
原

因
の

究
明

、
解

決
へ

の
構

想
、

試
行

及
び

検
証

」
の

力
を

養
い

、
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
セ

ス
の

実
践

能
力

を
高

め
る

コ
ー

ス
別

演
習

・
ゼ

ミ
を

開
講

す
る

。

ｄ
　

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

セ
ス

の
実

践
能

力
を

高
め

る
と

と
も

に
、

学
生

の
発

想
力

や
造

形
・

表
現

力
等

を
養

成
す

る
た

め
、

各
学

科
に

お
け

る
専

門
教

育
科

目
と

し
て

「
ゼ

ミ
Ⅰ

」
、

「
ゼ

ミ
Ⅱ

」
及

び
コ

ー
ス

別
演

習
を

開
講

し
た
。

b
b

1
0

ｅ
 
 
専

門
的

か
つ

横
断

的
な

知
識

・
技

術
を

深
め

る
こ

と
に

よ
り

、
思

い
描

く
イ

メ
ー

ジ
を

広
い

視
点

で
創

造
的

に
造

形
で

き
る

力
を

修
得

で
き

る
履

修
体

系
と

す
る

。

1
1

ｅ
　

各
学

科
の

専
門

科
目

の
一

部
を

学
部

共
通

専
門

教
育

科
目

と
し

て
開

講
す

る
と

と
も

に
、

他
学

科
の

実
習

内
容

を
体

験
で

き
る

「
ク

ロ
ス

実
習

」
を

開
講

す
る

。

b
b

(
イ

)
　

大
学

院
課

程
(
イ

)
　

大
学

院
課

程

1
1

　
デ

ザ
イ

ン
領

域
全

体
に

通
じ

る
基

本
的

理
念

を
学

ぶ
基

礎
科

目
群

と
、

デ
ザ

イ
ン

理
論

の
深

化
あ

る
い

は
実

践
の

方
法

論
な

ど
を

修
得

す
る

専
門

科
目

群
を

設
け

る
と

と
も

に
、

研
究

テ
ー

マ
に

縛
ら

れ
ず

、
さ

ま
ざ

ま
な

デ
ザ

イ
ン

領
域

を
複

合
的

か
つ

柔
軟

に
履

修
で

き
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
。

1
2

　
2
0
1
8
年

度
以

降
入

学
者

向
け

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

運
営

す
る

。

b
b

ウ
　

教
育

方
法

ウ
　

教
育

方
法

1
2

（
ア

）
学

生
の

個
性

と
創

造
性

を
尊

重
し

、
教

員
と

学
生

の
豊

か
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

な
が

ら
、

学
生

主
体

の
能

動
的

な
自

己
学

修
力

を
高

め
る

少
人

数
教

育
を

行
い

、
効

果
的

な
教

育
を

推
進

す
る

。

1
3

（
ア

）
学

生
の

個
性

と
創

造
性

を
尊

重
し

、
教

員
と

学
生

の
豊

か
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

個
別

指
導

に
よ

る
実

習
、

演
習

、
ゼ

ミ
を

実
施

す
る

。

b
b

【
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（

自
主

活
動

型
）

】
セ

イ
コ

ー
エ

プ
ソ

ン
株

式
会

社
、

株
式
会

社
L
I
X
I
L

w
a
t
e
r
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
j
a
p
a
n
、

グ
ロ

ー
カ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
株

式
会

社
福

田
組

、
坂

井
建

設
株

式
会

社
デ

ィ
テ

ィ
ー

ル
ホ

ー
ム

、
セ

キ
ス

イ
ハ

イ
ム

東
海

株
式

会
社

、
株

式
会

社
第

一
ニ

ッ
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

㈱
東

海
林

健
建

築
事

務
所

、
株

式
会

社
ド

コ
ド

ア
、

合
同

会
社

ア
レ

コ
レ

 
h
i
c
k
o
r
y
tr
a
v
e
l
e
r
'
s
、

株
式

会
社

ア
ド

ハ
ウ

ス
パ

ブ
リ

ッ
ク

、
ラ

・
パ

ル
テ

ィ
ー

ル

ｅ
　

自
ら

の
所

属
学

科
以

外
の

学
科

の
専

門
を

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

し
た

学
部

共
通

専
門

科
目

と
し

て
、

各
学

科
に

お
け

る
概

論
な

ど
の

講
義

科
目

や
専

門
内

容
を

実
習

と
し

て
学

ぶ
「

ク
ロ

ス
実

習
」

を
開

講
し

た
。

　
2
0
1
8
年

度
以

降
入

学
者

向
け

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
き

、
修

士
課

程
及

び
博

士
（

後
期

）
課

程
の

科
目

を
着

実
に

開
講

し
た

。

（
ア

）
教

員
と

学
生

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

促
進

や
、

学
生

の
個

性
と

創
造

力
の

把
握

な
ど

、
き

め
細

や
か

な
教

育
の

実
施

を
目

的
と

し
、

基
礎

ゼ
ミ

や
コ

ー
ス

別
演

習
な

ど
の

少
人

数
教

育
に
よ

る
科

目
を

開
講

し
た

。

1
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

1
3

（
イ

）
関

連
す

る
授

業
科

目
間

の
連

携
を

強
化

し
、

よ
り

複
合

的
な

教
育

に
発

展
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

学
生

の
広

い
視

野
を

育
み

、
教

育
効

果
を

高
め

る
。

1
4

（
イ

）
複

数
領

域
を

複
合

的
に

学
ぶ

コ
ー

ス
別

演
習

と
専

門
領

域
の

深
化

を
図

る
ゼ

ミ
を

連
携

さ
せ

て
開

講
す

る
。

b
b

1
4

（
ウ

）
市

民
や

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

企
業

、
行

政
な

ど
と

協
議

し
、

地
域

の
さ

ま
ざ

ま
な

デ
ザ

イ
ン

に
関

わ
る

課
題

を
踏

ま
え

た
実

践
的

な
教

育
を

推
進

す
る

。

1
5

（
ウ

）
現

実
の

地
域

課
題

を
取

り
入

れ
た

「
地

域
協

創
演

習
」

を
始

め
と

す
る

演
習

、
実

習
系

の
専

門
教

育
科

目
を

開
講

す
る

。

a
市

内
に

お
け

る
活

動
に

加
え

、
③

自
然

共
生

型
産

業
を

目
指

し
た

f
a
r
m
 
m
i
e
l
 
p
r
o
j
e
c
t
で

は
ラ

オ
ス

人
民

民
主

共
和

国
を

対
象

地
域

と
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
て

い
る

。
地

域
ご

と
に

異
な

る
多

様
な

課
題

へ
の

取
組

を
通

じ
て

、
実

践
的

な
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

a

エ
　

学
生

の
成

績
評

価
エ

　
学

生
の

成
績

評
価

1
5

　
教

育
目

標
に

基
づ

き
、

各
授

業
科

目
に

つ
い

て
達

成
目

標
と

授
業

計
画

、
成

績
評

価
基

準
を

シ
ラ

バ
ス

（
授

業
の

計
画

や
内

容
の

概
略

）
に

明
示

し
、

そ
れ

に
基

づ
き

厳
正

な
成

績
評

価
を

行
う

。

1
6

　
シ

ラ
バ

ス
（

授
業

の
計

画
や

内
容

の
概

略
）

に
達

成
目

標
、

授
業

計
画

及
び

成
績

評
価

基
準

を
明

示
し

、
そ

れ
に

基
づ

き
成

績
評

価
が

厳
正

に
行

わ
れ

て
い

る
か

を
学

務
委

員
会

で
確

認
す

る
。

　
シ

ラ
バ

ス
に

基
づ

く
厳

正
な

成
績

評
価

を
行

う
と

と
も

に
、

前
期

、
後

期
の

成
績

ご
と

に
成

績
分

布
と

G
P
A
集

計
結

果
に

つ
い

て
、
学

務
委

員
会

で
確

認
し

た
。

b
b

（
3
）

教
育

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
（

3
）

教
育

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

ア
　

教
員

の
適

切
な

配
置

と
教

育
力

の
向

上
ア

　
教

員
の

適
切

な
配

置
と

教
育

力
の

向
上

1
6

（
ア

）
教

育
研

究
体

制
の

充
実

と
き

め
細

や
か

な
指

導
体

制
を

実
現

す
る

た
め

、
専

任
教

員
を

増
員

し
、

適
切

な
配

置
を

行
い

、
教

育
力

の
向

上
を

図
る

。

1
7

（
ア

）
採

用
計

画
に

基
づ

き
、

建
築

・
環

境
デ

ザ
イ

ン
学

科
に

専
任

教
員

2
人

を
採

用
す

る
。

b
b

（
イ

）
専

門
領

域
の

深
化

を
図

る
科

目
「

ゼ
ミ

Ⅰ
」

、
「

ゼ
ミ

Ⅱ
」

と
複

数
領

域
を

複
合

的
に

学
ぶ

科
目

で
あ

る
コ

ー
ス

別
演

習
を

連
携

し
、

学
生

の
効

率
的

、
効

果
的

な
知

識
、

技
術

の
修

得
に

努
め

る
と

と
も

に
、

4
年

次
に

履
修

す
る

卒
業

研
究

を
見

据
え

た
教

育
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
生
の

広
い

視
野

と
深

い
専

門
性

の
涵

養
を

図
っ

た
。

（
ウ

）
学

部
の

地
域

協
創

演
習

で
は

、
1
3
の

地
域

課
題

に
つ

い
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
し
た

。
　

さ
ら

に
、

大
学

院
修

士
課

程
の

地
域
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
で

は
、

P
B
L
（

事
業

ベ
ー

ス
型

、
問

題
発

見
解

決
型

）
を

通
じ

て
6
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

取
り

組
ん

だ
。

【
地

域
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
】

①
「

見
る

こ
と

」
，

「
読

む
こ

と
」

を
デ

ザ
イ

ン
す

る ②
長

岡
の

「
食

べ
る

」
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

③
自

然
共

生
型

産
業

を
目

指
し

た
f
a
rm
 
m
i
e
l

p
r
o
j
e
c
t

④
R
e
s
e
a
r
c
h
-
B
a
s
e
d
 
A
r
t
 
か

ら
A
r
t
s-
B
a
s
e
d

R
e
s
e
a
r
c
h
へ

⑤
自

主
提

案
型

P
B
L

⑥
摂

田
屋

地
区

サ
フ

ラ
ン

酒
本

舗
倉

庫
内

に
大

量
放

置
さ

れ
た

廃
ガ

ラ
ス

瓶
及

び
漆

器
を

ア
ッ

プ
サ

イ
ク

ル
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
ト

）
企

画
・

制
作

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
ア

）
建

築
設

計
を

専
門

と
す

る
教

員
1
人

及
び

建
築

・
都

市
計

画
を

専
門

と
す

る
教

員
1人

の
計

2
人

を
専

任
教

員
と

し
て

採
用

し
た

。

1
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

1
7

（
イ

）
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
活

動
（

教
員

の
教

育
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
組

織
的

な
取

り
組

み
）

の
推

進
に

よ
り

、
優

れ
た

教
育

方
法

の
共

有
化

を
図

り
、

教
育

水
準

の
向

上
に

努
め

る
。

1
8

（
イ

）
教

育
水

準
の

向
上

を
目

標
と

し
た

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
研

修
会

を
実

施
す

る
。

b
b

1
8

（
ウ

）
各

分
野

の
デ

ザ
イ

ン
の

最
前

線
で

活
躍

す
る

人
材

の
積

極
的

な
活

用
を

図
る

。

1
9

（
ウ

）
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

、
視

覚
デ

ザ
イ

ン
、

美
術

・
工

芸
、

建
築

・
環

境
デ

ザ
イ

ン
及

び
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

の
各

分
野

に
お

い
て

最
前

線
で

活
躍

す
る

人
材

を
非

常
勤

講
師

と
し

て
採

用
す

る
。

b
b

イ
　

教
育

環
境

の
整

備
イ

　
教

育
環

境
の

整
備

1
9

（
ア

）
「

キ
ャ

ン
パ

ス
ま

る
ご

と
デ

ザ
イ

ン
の

教
材

」
と

い
う

コ
ン

セ
プ

ト
の

も
と

、
学

生
の

創
造

性
を

引
き

出
す

優
れ

た
デ

ザ
イ

ン
の

施
設

設
備

を
充

実
す

る
。

2
0

      
（

ア
）

技
術

革
新

に
対

応
し

た
設

備
の

更
新

及
び

学
生

の
修

学
環

境
の

整
備

を
目

的
と

し
て

、
高

輝
度

、
高

解
像

度
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

を
円

形
講

義
室

に
設

置
す

る
。

b
b

2
0

（
イ

）
工

房
、

ア
ト

リ
エ

、
ス

タ
ジ

オ
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

室
等

の
施

設
設

備
、

パ
ソ

コ
ン

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
な

ど
の

計
画

的
な

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

学
生

の
自

主
的

な
制

作
活

動
を

支
援

す
る

体
制

を
整

備
す

る
。

2
1

（
イ

）
教

育
・

研
究

に
必

要
な

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

で
あ

る
ア

ド
ビ

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
ク

ラ
ウ

ド
及

び
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

オ
フ

ィ
ス

を
継

続
し

て
全

学
に

提
供

す
る

。
ま

た
、

全
学

的
な

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

ル
ー

ム
の

活
用

に
向

け
て

、
３

D
プ

リ
ン

タ
ー

等
の

デ
ジ

タ
ル

フ
ァ

ブ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

材
の

管
理

を
行

う
。

a
大

型
３

D
プ

リ
ン

タ
ー

の
設

置
に

よ
り

、
よ

り
大

き
な

作
品

の
制

作
が

可
能

に
な

る
な

ど
、

利
便

性
が

向
上

し
て

い
る

。
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

、
学

生
の

制
作

活
動

を
支

援
し

、
さ

ら
に

充
実

さ
せ

る
た

め
の

環
境

整
備

を
計

画
的

に
実

施
し

て
い

る
。

a

ウ
　

教
育

活
動

の
評

価
及

び
改

善
ウ

　
教

育
活

動
の

評
価

及
び

改
善

2
1

　
教

育
活

動
に

対
す

る
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
な

ど
に

つ
い

て
は

、
全

学
的

な
実

施
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
を

定
期

的
に

行
い

、
教

育
活

動
の

改
善

に
反

映
さ

せ
る

。

2
2

　
開

講
し

て
い

る
全

科
目

に
対

し
、

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

す
る

。
集

計
結

果
及

び
学

生
の

要
望

に
対

す
る

担
当

教
員

の
コ

メ
ン

ト
を

学
生

に
公

開
す

る
と

と
も

に
、

内
容

の
分

析
を

行
う

。

b
b

（
4
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

（
4
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

ア
　

学
修

支
援

ア
　

学
修

支
援

（
イ

）
就

職
進

路
に

関
す

る
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

（
F
D
)
を

1
回

、
障

が
い
学

生
支

援
に

関
す

る
F
D
を

2
回

、
教

育
の

実
施

に
関
す

る
F
D
を

1
回

、
計

4
回

の
F
D
を

実
施

し
た

。

（
ウ

）
現

役
デ

ザ
イ

ナ
ー

・
ア

ー
ト

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

、
作

家
、

建
築

家
等

、
多

方
面

で
活

躍
中

の
1
9
2

人
を

非
常

勤
講

師
と

し
て

採
用

し
た

。

（
イ

）
本

学
の

教
育

・
研

究
に

必
要

と
な

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
で

あ
る

ア
ド
ビ

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
ク

ラ
ウ

ド
及

び
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

オ
フ

ィ
ス

を
、

継
続

し
て

全
学

生
に

対
し

提
供

し
た

。
　

ま
た

、
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
ル

ー
ム
に

大
型

3
D
プ

リ
ン

タ
ー

を
新

規
に

設
置

し
学

生
の

修
学

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

デ
ジ

タ
ル

デ
ザ

イ
ン

ア
ト

リ
エ

の
プ

リ
ン

タ
サ

ー
バ

の
入

れ
替

え
を

行
い

、
学

生
の

利
便

性
を

図
っ

た
。

　
全

科
目

の
最

終
授

業
で

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

結
果

に
つ

い
て

は
担

当
教

員
の

コ
メ

ン
ト

を
付

し
、

学
生

用
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

「
パ

レ
ッ

ト
」

に
て

公
開

し
た

。
　

ま
た

、
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果
検

討
会

議
を

開
催

し
、

結
果

内
容

の
検

証
を

行
い

、
改

善
に

向
け

て
の

検
討

を
行

っ
た

。

（
ア

）
学

生
の

修
学

環
境

向
上

の
た

め
、

映
像

編
集

室
及

び
円

形
講

義
室

に
高

輝
度

、
高

解
像

度
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
映

像
ス

タ
ジ

オ
に

開
口

建
具

を
設

置
し

、
学

生
の

利
便

性
の

向
上

を
図

っ
た

。

2
0



自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

2
2

（
ア

）
担

任
制

度
や

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
制

度
（

授
業

内
容

や
進

路
に

関
す

る
質

問
・

相
談

に
対

し
て

教
員

が
個

別
に

応
じ

る
制

度
）

を
活

用
し

て
、

き
め

細
や

か
な

履
修

相
談

を
行

う
。

2
3

（
ア

）
担

任
制

度
及

び
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

制
度

を
活

用
し

、
履

修
登

録
期

間
に

お
け

る
履

修
相

談
を

充
実

す
る

。
ま

た
、

学
生

用
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

を
利

用
し

て
学

生
の

出
席

状
況

等
を

総
合

的
に

把
握

し
、

必
要

に
応

じ
て

随
時

履
修

指
導

を
行

う
。

b
b

2
3

（
イ

）
学

生
に

対
し

、
日

本
学

生
支

援
機

構
奨

学
金

を
は

じ
め

と
す

る
各

種
奨

学
金

制
度

に
つ

い
て

、
き

め
細

や
か

な
情

報
提

供
を

行
う

。

2
4

（
イ

）
経

済
的

理
由

に
よ

り
修

学
す

る
こ

と
が

困
難

で
、

人
物

及
び

学
業

成
績

が
共

に
優

秀
で

あ
る

学
生

に
対

し
、

授
業

料
半

期
分

を
減

免
す

る
。

b
b

2
5

（
ウ

）
日

本
学

生
支

援
機

構
の

奨
学

金
制

度
の

適
切

な
説

明
と

手
続

を
行

う
と

と
も

に
、

学
生

用
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

で
随

時
、

各
種

奨
学

金
の

情
報

を
提

供
す

る
。

b
b

2
4

（
ウ

）
優

秀
な

学
生

に
対

し
て

奨
励

金
を

伴
う

表
彰

制
度

を
実

施
す

る
。

2
6

（
エ

）
人

格
に

優
れ

、
学

業
成

績
が

特
に

優
秀

で
あ

る
学

生
に

、
副

賞
を

伴
う

長
岡

造
形

大
学

優
秀

学
生

賞
を

授
与

す
る

。

b
b

2
5

（
エ

）
学

生
の

自
主

的
な

活
動

（
作

品
展

示
、

コ
ン

ペ
へ

の
出

品
な

ど
）

の
奨

励
・

支
援

を
保

護
者

会
、

校
友

会
と

連
携

し
行

う
。

2
7

（
オ

）
校

友
会

の
学

生
活

動
助

成
金

の
周

知
を

充
実

し
、

利
用

を
促

進
す

る
。

b
b

イ
　

生
活

支
援

イ
　

生
活

支
援

2
6

（
ア

）
学

生
生

活
実

態
調

査
を

実
施

し
、

学
内

生
活

環
境

、
課

外
活

動
に

対
す

る
要

望
な

ど
を

把
握

し
、

改
善

を
図

る
。

2
8

（
ア

）
学

生
生

活
実

態
調

査
で

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

基
に

、
必

要
に

応
じ

て
改

善
策

を
検

討
し

実
施

す
る

。

b
b

（
エ

）
長

岡
造

形
大

学
優

秀
学

生
賞

規
程

に
基

づ
き

、
学

部
1
2
人

の
学

生
を

表
彰

し
、

副
賞

と
し

て
報

奨
金

を
贈

呈
し

た
。

（
オ

）
校

友
会

の
学

生
活

動
助

成
金

と
授

賞
式

等
へ

の
交

通
費

助
成

金
に

つ
い

て
学

生
へ

周
知

し
、

合
計

1
2
件

採
用

し
助

成
し

た
。

（
ア

）
学

生
生

活
実

態
調

査
で

の
要

望
を

も
と

に
、

学
内

の
レ

ス
ト

ラ
ン

運
営

業
者

及
び

自
動

販
売

機
設

置
業

者
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

　
レ

ス
ト

ラ
ン

運
営

価
格

の
据

え
置

き
や

新
メ

ニ
ュ

ー
の

提
案

、
食

器
の

入
替

を
実

施
で

き
た

。
　

自
動

販
売

機
に

つ
い

て
は

、
業

者
の
変

更
に

よ
り

、
I
C
カ

ー
ド

の
利

用
が

で
き

る
機

器
を

導
入

し
た

。
併

せ
て

、
要

望
の

あ
っ

た
ア

イ
ス
ク

リ
ー

ム
の

自
動

販
売

機
を

1
台

導
入

し
た

。

（
ア

）
学

部
1
、

2
年

次
は

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

担
任

、
3
年

次
は

コ
ー

ス
担

当
教

員
、

4
年

次
は

卒
業

研
究

指
導

教
員

が
担

当
学

生
の

履
修

相
談

や
生

活
指
導

を
行

っ
た

。
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

は
全

教
員

が
週
1
コ

マ
（

9
0

分
）

程
度

を
設

定
し

、
パ

レ
ッ

ト
上

で
そ

の
時

間
帯

を
公

開
し

た
。

　
ま

た
、

パ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

て
職

員
が

学
生

の
履

修
、

出
席

、
成

績
等

の
情

報
を

共
有

し
、

出
席

不
良

の
学

生
に

対
し

て
は

履
修

指
導

を
実

施
し

た
。

（
イ

）
長

岡
造

形
大

学
授

業
料

減
免

規
程

に
基

づ
き

、
4
4
人

に
対

し
て

後
期

分
授

業
料

を
減

免
し

た
。

（
ウ

）
日

本
学

生
支

援
機

構
の

奨
学

金
募

集
に

関
す

る
説

明
会

を
4
月

に
2
回

実
施

し
た

。
10
月

か
ら

1
1
月

に
か

け
て

日
本

学
生

支
援

機
構

奨
学

金
の

新
制

度
に

つ
い

て
説

明
会

を
3
回

実
施

し
、

学
生
に

広
く

周
知

し
た

。
　

ま
た

、
パ

レ
ッ

ト
を

通
じ

て
、

各
種
奨

学
金

情
報

を
随

時
配

信
し

た
。

そ
の

結
果

、
古

泉
育

英
財

団
奨

学
金

（
給

付
）

に
2
人

、
新

潟
県

給
付
型

奨
学

金
に

2
人

、
企

業
系

奨
学

金
に

4
人

採
用

と
な
っ

た
。

2
1



自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

2
7

（
イ

）
学

生
の

心
身

の
健

康
と

生
活

上
の

さ
ま

ざ
ま

な
悩

み
に

対
し

て
、

職
員

、
医

務
室

職
員

、
専

門
の

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

と
の

連
携

を
図

り
、

支
援

体
制

の
充

実
を

図
る

。

2
9

（
イ

）
予

約
制

で
専

門
の

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

（
臨

床
心

理
士

）
を

配
置

し
、

支
援

体
制

の
充

実
を

図
る

。

a
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

配
置

す
る

ほ
か

、
医

療
機

関
と

連
携

す
る

こ
と

で
き

め
細

や
か

な
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

a

3
0

（
ウ

）
修

学
特

別
支

援
室

を
窓

口
と

し
て

、
支

援
の

必
要

な
学

生
に

対
し

て
修

学
支

援
を

行
う

。

a
「

学
生

対
応

ポ
イ

ン
ト

ガ
イ

ド
」

を
作

成
し

教
職

員
に

配
布

す
る

な
ど

、
教

職
員

全
体

の
意

識
向

上
や

具
体

的
な

対
応

の
周

知
に

努
め

、
全

学
的

な
支

援
体

制
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。

a

ウ
　

就
職

・
進

学
等

支
援

ウ
　

就
職

・
進

学
等

支
援

2
8

　
（

ア
）

学
生

が
進

路
選

択
や

将
来

設
計

を
考

え
る

た
め

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

低
学

年
か

ら
実

施
し

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
制

の
導

入
や

就
職

活
動

に
必

要
な

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
の

講
習

会
な

ど
を

開
催

す
る

。

3
1

（
ア

）
1
年

次
か

ら
3
年

次
ま

で
、

各
学

年
の

特
性

に
合

わ
せ

段
階

的
に

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

教
育

を
実

施
す

る
。

a
授

業
内

容
の

見
直

し
を

行
い

、
各

学
年

に
適

し
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
実

施
し

て
い

る
。

a

3
2

（
イ

）
起

業
関

連
科

目
と

し
て

、
「

社
会

起
業

(
学

部
)
」

及
び

「
起

業
演

習
(
大

学
院

)
」

を
開

講
す

る
。

（
イ

）
学

部
2
年

次
に

「
社

会
起

業
」
、

大
学

院
修

士
課

程
1
年

時
に

「
起

業
演

習
」
を

開
講

し
た

。
「

社
会

起
業

」
で

は
起

業
し

た
在

学
生

の
体

験
談

を
取

り
入

れ
る

な
ど

、
実

践
的

な
授

業
を

行
っ

た
。

a
実

際
に

起
業

し
た

学
生

の
例

を
参

考
に

す
る

な
ど

、
実

践
的

な
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
a

3
3

（
ウ

）
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
教

育
科

目
と

連
携

し
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
参

加
促

進
を

図
る

。
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

効
果

を
高

め
る

た
め

に
、

事
前

事
後

指
導

を
充

実
す

る
。

a
公

募
型

、
自

主
活

動
型

合
わ

せ
て

2
0
0
人

以
上

が
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

し
て

い
る

。
報

告
書

書
式

の
見

直
し

な
ど

、
効

果
を

高
め

る
た

め
の

取
組

を
行

っ
て

い
る

。

a

3
4

（
エ

）
学

生
の

適
切

な
進

路
選

択
に

資
す

る
た

め
、

就
職

対
策

講
座

及
び

企
業

説
明

会
を

実
施

す
る

。

a
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

講
座

な
ど

、
学

生
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

就
職

支
援

対
策

講
座

を
実

施
し

て
い

る
。

学
内

企
業

説
明

会
で

は
低

学
年

の
参

加
を

促
す

な
ど

、
低

学
年

か
ら

の
意

識
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

a
（

エ
）

本
学

学
生

の
進

路
の

特
色

に
即
し

た
就

職
対

策
講

座
を

実
施

し
た

。
な

お
、

学
内

企
業

説
明

会
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
前

年
度

に
引

き
続

き
、

低
学

年
の

時
間

割
に

配
慮

し
、

低
学

年
の

参
加

を
促

し
た

。

（
イ

）
毎

週
月

・
水

・
金

曜
日

に
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

学
生

相
談

を
実

施
し

た
。

　
併

せ
て

、
必

要
な

際
に

は
医

務
室

職
員

、
学

務
課

職
員

が
長

岡
市

内
の

複
数

の
医

療
機

関
と

も
連

携
し

、
学

生
を

支
援

し
た

。

（
ウ

）
修

学
支

援
申

請
の

あ
っ

た
学

生
に

対
し

修
学

上
の

配
慮

、
支

援
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

教
職

員
対

象
に

本
学

学
事

や
学

年
進

行
に

即
し

た
「

学
生

対
応

ポ
イ

ン
ト

ガ
イ

ド
」

を
作

成
し

、
教

職
員

グ
ル

ー
プ

ウ
エ

ア
上

で
周
知

、
配

布
し

た
。

（
ア

）
1
年

次
に

基
礎

ゼ
ミ

、
2
年

次
に
キ

ャ
リ

ア
計

画
実

習
Ⅰ

、
3
年

次
に

キ
ャ

リ
ア

計
画
実

習
Ⅱ

を
開

講
し

、
段

階
的

な
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
教
育

を
実

施
し

た
。

　
キ

ャ
リ

ア
計

画
実

習
Ⅰ

で
は

、
進

路
に

関
す

る
多

様
な

可
能

性
へ

の
理

解
を

深
め

る
た

め
に

授
業

内
容

を
見

直
し

、
本

学
卒

業
生

や
起

業
経

験
者

等
を

招
き

講
演

を
行

っ
た

。

（
ウ

）
公

募
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

は
、

2
4
社

へ
延

べ
7
4
人

の
学

生
が

参
加

し
た

。
自

主
活
動

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

は
、

延
べ

1
6
1
人

の
学

生
が

参
加

し
た

。
　

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

後
の

振
り
返

り
を

深
め

る
た

め
に

、
報

告
書

の
書

式
を

見
直

し
た

。

2
2



自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

2
9

（
イ

）
全

学
年

を
通

し
た

担
任

制
度

を
活

用
し

、
学

生
が

就
職

、
起

業
、

進
学

、
留

学
な

ど
の

進
路

目
標

を
明

確
に

持
て

る
よ

う
必

要
な

助
言

・
指

導
を

行
う

体
制

を
充

実
す

る
。

3
5

（
オ

）
卒

業
研

究
指

導
教

員
を

始
め

と
す

る
教

員
及

び
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
が

連
携

し
、

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
を

行
う

。

b
b

3
0

（
ウ

）
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

支
援

に
対

す
る

指
導

力
を

強
化

す
る

た
め

、
教

員
向

け
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
を

実
施

す
る

。

3
6

（
カ

）
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

支
援

に
対

す
る

指
導

力
を

強
化

す
る

た
め

、
教

員
向

け
セ

ミ
ナ

ー
及

び
職

員
に

よ
る

企
業

研
究

を
実

施
す

る
。

b
b

3
1

（
エ

）
「

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

」
を

新
た

に
設

置
し

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
体

制
や

各
種

情
報

発
信

体
制

の
充

実
を

図
る

。

3
7

（
キ

）
学

生
に

キ
ャ

リ
ア

に
関

す
る

情
報

を
迅

速
に

提
供

す
る

た
め

、
電

子
デ

ー
タ

に
よ

る
求

人
票

受
付

・
公

開
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

。

a
学

生
が

求
人

に
関

す
る

情
報

に
迅

速
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
、

新
た

に
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

就
職

活
動

へ
の

支
援

の
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

a

3
8

（
ク

）
校

友
会

等
と

連
携

し
、

卒
業

生
に

対
し

て
求

人
情

報
の

提
供

を
行

う
。

b
b

3
9

（
ケ

）
長

岡
市

内
及

び
新

潟
県

内
の

企
業

の
魅

力
を

伝
え

る
た

め
、

長
岡

商
工

会
議

所
、

な
が

お
か

・
若

者
・

し
ご

と
機

構
等

と
連

携
し

て
情

報
発

信
を

行
う

。

b
市

内
就

職
者

数
の

増
加

に
向

け
て

、
効

果
的

な
取

組
を

進
め

ら
れ

た
い

。
b

【
教

育
の

成
果

に
関

す
る

指
標

の
目

標
値

】
【

教
育

の
成

果
に

関
す

る
指

標
の

目
標

値
】

①
・

志
願

倍
率

　
３

倍
　

<
志

願
者

/
募

集
定

員
(
一

般
)
>
：

毎
年

度
①

・
志

願
倍

率
　

3
倍

　
<
志

願
者

/
募

集
定

員
(
一

般
)
>

a
a

②
・

教
員

一
人

当
た

り
の

学
生

数
２

０
人

　
<
収

容
定

員
/
専

任
教

員
>
：

毎
年

度

②
・

教
員

一
人

当
た

り
の

学
生

数
2
0
人

　
<
収

容
定

員
/
専

任
教

員
>

a
a

（
オ

）
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
会

議
に

お
い

て
学

生
の

就
職

活
動

状
況

を
定

期
的

に
情

報
共

有
し

、
教

員
と

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

セ
ン
タ

ー
職

員
の

連
携

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
効

果
的

な
支

援
を

行
っ

た
。

（
カ

）
全

教
員

に
対

し
2
回

の
就

職
に
関

す
る

F
D
を

実
施

し
た

。
F
D
で

は
本

学
の

進
路

状
況

分
析

、
企

業
の

採
用

活
動

状
況

を
共

有
し

た
。

（
キ

）
求

人
票

受
付

・
公

開
シ

ス
テ

ム
「

求
人

受
付

N
A
V
I
/
求

人
検

索
N
A
V
I
」

を
導

入
し

た
。

学
生

の
登

録
等

、
準

備
を

進
め

、
2
0
2
1
年

3
月

卒
業
者

向
け

の
求

人
か

ら
受

付
・

公
開

を
開

始
し

た
。

　
ま

た
、

2
月

に
学

内
で

実
施

し
た

キ
ャ

リ
ア

研
究

フ
ェ

ス
に

は
企

業
5
5
社

、
就

職
支

援
機
関

5
団

体
が

出
展

し
、

参
加

学
生

は
積

極
的

に
情

報
収
集

を
行

っ
た

。

・
教

員
一

人
当

た
り

の
学

生
数

1
8
.
0
人

<
収

容
定

員
9
2
0
人

/
専

任
教

員
（

大
学
院

所
属

の
学

部
兼

担
者

含
む

)
5
1
人

>

（
ク

）
卒

業
生

に
対

し
求

人
情

報
の

提
供

を
行

っ
た

。
2
0
2
0
年

度
か

ら
の

求
人

情
報

提
供
シ

ス
テ

ム
「

求
人

検
索

N
A
V
I
」

導
入

に
向

け
、

校
友

会
の

協
力

を
得

て
シ

ス
テ

ム
利

用
の

た
め

の
登

録
フ

ォ
ー

ム
の

作
成

を
行

っ
た

。

（
ケ

）
長

岡
市

、
長

岡
商

工
会

議
所

が
主

催
す

る
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

マ
ッ

チ
ン

グ
フ
ェ

ア
」

等
を

通
じ

、
長

岡
市

内
企

業
の

魅
力

を
伝

え
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

を
促

し
た

。
　

ま
た

、
な

が
お

か
・

若
者

・
し

ご
と
機

構
と

連
携

し
、

長
岡

市
内

企
業

の
商

品
開

発
に

か
か

わ
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

・
志

願
倍

率
 
6
.
0
倍

<
志

願
者

 
7
8
5
人
/
募

集
定

員
1
3
0
人

(
一

般
)
>

2
3



自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

年
度

計
画

法
人

に
よ

る
自

己
評

価
結

果
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

③
・

最
前

線
で

活
躍

す
る

民
間

人
の

登
用

件
数

　
６

０
人

：
毎

年
度

③
・

最
前

線
で

活
躍

す
る

民
間

人
の

登
用

件
数

　
6
0
人

a
a

④
・

学
生

の
授

業
内

容
満

足
度

４
．

０
以

上
　

<
５

段
階

評
価

>
：

毎
年

度

④
・

学
生

の
授

業
内

容
満

足
度

4
.
0
以

上
　

<
5
段

階
評

価
>

a
a

・
現

役
デ

ザ
イ

ナ
ー

・
ア

ー
ト

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

、
作

家
、

建
築

家
等

、
多

方
面

で
活

躍
中

の
1
6
0
人

を
非

常
勤

講
師

と
し

て
採

用
し

た
。

・
学

生
の

授
業

内
容

満
足

度
　

4
.
5
7
<５

段
階

評
価

>

　
毎

年
全

科
目

に
お

い
て

実
施

す
る

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
（

5
段

階
評

価
）

で
の

設
問

「
授

業
指

導
内

容
に

満
足

で
き

ま
し

た
か

」
に

対
し

て
の
回

答

2
4



自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

２
研

究
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
2

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

（
1
）

研
究

水
準

及
び

研
究

の
成

果
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

（
1
）

研
究

水
準

及
び

研
究

の
成

果
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

3
2

ア
　

学
際

的
な

領
域

に
わ

た
る

「
デ

ザ
イ

ン
学

」
の

確
立

を
目

指
し

、
大

学
院

の
研

究
体

制
を

再
構

築
す

る
。

4
0

ア
　

2
0
1
8
年

度
以

降
入

学
者

向
け

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
よ

り
、

大
学

院
課

程
を

適
切

に
運

用
す

る
。

b
b

4
1

イ
　

研
究

環
境

の
充

実
を

図
り

つ
つ

、
大

学
院

研
究

室
及

び
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
ル

ー
ム

の
適

切
な

運
用

を
行

う
。

b
b

3
3

イ
 
 
実

践
的

な
研

究
を

進
め

る
た

め
、

学
外

で
の

設
計

、
制

作
、

研
究

な
ど

の
う

ち
研

究
水

準
の

向
上

に
つ

な
が

る
と

判
断

さ
れ

る
も

の
に

つ
い

て
積

極
的

に
支

援
す

る
。

特
に

、
地

域
社

会
の

課
題

解
決

に
関

す
る

研
究

に
対

し
て

重
点

的
に

資
金

を
配

分
す

る
。

4
2

ウ
　

地
域

社
会

の
課

題
解

決
に

関
す

る
研

究
に

対
し

て
重

点
的

に
研

究
費

を
配

分
す

る
。

a
教

員
同

士
で

勉
強

会
を

実
施

し
た

結
果

、
令

和
2
年

度
特

別
研

究
へ

の
申

請
件

数
が

増
加

し
て

い
る

。

a

ア
　

2
0
1
8
年

度
以

降
入

学
者

向
け

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
に

基
づ

き
、

修
士

課
程

及
び

博
士

（
後

期
）

課
程

の
科

目
を

着
実

に
開

講
し

た
。

［
再

掲
］

イ
　

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

ル
ー

ム
に

学
生

の
補

助
を

行
う

教
務

補
助

職
員

を
2
人

配
置

す
る
と

と
も

に
、

大
型

の
3
D
プ

リ
ン

タ
ー

を
新

規
に

設
置

し
、

学
生

の
修

学
環

境
の

整
備

を
行

っ
た

。

ウ
　

地
域

に
お

け
る

課
題

の
実

証
又

は
解

の
先

駆
的

研
究

に
対

し
て

優
先

的
に

予
算

を
配

分
し

た
。

令
和

元
年

度
に

お
け

る
特

別
研

究
は

平
成

30
年

度
と

同
じ

テ
ー

マ
で

あ
る

以
下

の
合

計
3
件

に
対
し

総
額

4
,
7
2
1

千
円

を
配

分
し

た
。

①
デ

ザ
イ

ン
・

ア
ー

ト
活

動
が

け
ん

引
す

る
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ま
ち

づ
く

り
の

実
践

研
究

②
和

釘
か

ら
洋

釘
へ

の
研

究
③

大
学

に
よ

る
機

那
サ

フ
ラ

ン
酒

本
舗
ま

ち
づ

く
り

活
用

検
討

研
究

こ
れ

に
続

き
令

和
2
年

度
の

特
別

研
究
に

つ
い

て
は

、
教

員
た

ち
の

積
極

的
な

取
組

に
よ

り
申
請

件
数

が
増

加
し

、
合

計
7
件

に
対

し
総

額
1
0
,
4
6
3千

円
を

配
分

し
た

。

　
特

別
研

究
の

テ
ー

マ
は

以
下

の
と

お
り

。
①

長
岡

に
お

け
る

介
護

向
け

車
椅

子
の
研

究
②

不
安

定
な

人
工

物
（

U
n
s
t
a
b
l
e
 
r
ob
o
t
）

の
生

命
感

に
関

す
る

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

デ
ザ
イ

ン
研

究
③

版
画

工
房

を
中

心
と

し
た

地
域

文
化
拠

点
の

構
築

に
関

す
る

研
究

④
デ

ザ
イ

ン
・

ア
ー

ト
活

動
が

け
ん

引
す

る
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ま
ち

づ
く

り
の

実
践

研
究

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

25



自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

3
4

ウ
　

高
等

教
育

機
関

、
研

究
機

関
及

び
企

業
等

と
の

共
同

研
究

な
ど

を
推

進
す

る
。

4
3

エ
　

高
等

教
育

機
関

、
研

究
機

関
及

び
企

業
等

と
連

携
し

た
研

究
活

動
を

推
進

す
る

。

b
b

3
5

エ
　

研
究

成
果

を
体

系
的

に
蓄

積
す

る
た

め
、

研
究

成
果

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
通

じ
て

発
信

す
る

。

4
4

オ
　

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

た
研

究
業

績
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
通

じ
て

公
開

す
る

。

b
b

（
2
）

研
究

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
（

2
）

研
究

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

3
6

ア
　

市
民

、
産

業
界

、
高

等
教

育
機

関
、

行
政

機
関

な
ど

と
の

連
携

強
化

及
び

共
同

研
究

を
推

進
す

る
た

め
、

研
究

力
の

向
上

を
図

る
支

援
体

制
を

整
備

す
る

。

4
5

ア
　

N
a
D
e
C
構

想
の

実
現

に
向

け
、

N
a
D
e
C
 
B
A
S
E
を

活
用

し
た

デ
ザ

イ
ン

思
考

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

デ
ザ

イ
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

会
（

2
0
1
6
年

度
～

2
0
1
8
年

度
実

施
）

の
活

動
成

果
も

生
か

し
た

地
元

企
業

に
対

す
る

商
品

提
案

な
ど

の
先

行
事

業
を

実
施

す
る

。

b
b

4
6

イ
　

本
学

な
ら

で
は

の
造

形
力

及
び

発
想

力
を

生
か

し
た

新
し

い
価

値
創

造
の

た
め

の
方

法
論

の
確

立
に

向
け

、
デ

ザ
イ

ン
思

考
研

究
会

に
よ

る
2
0
1
8
年

度
の

検
討

結
果

を
基

に
、

授
業

で
の

実
践

や
地

元
企

業
人

等
を

対
象

と
し

た
デ

ザ
イ

ン
思

考
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
す

る
。

b
b

⑤
J
.
コ

ン
ド

ル
の

ス
ケ

ッ
チ

・
ブ

ッ
ク
の

研
究

⑥
社

会
問

題
の

解
決

に
資

す
る

長
岡

造
形

大
学

の
学

生
作

品
を

販
売

す
る

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

の
社

会
実

装
－

「
都

市
を

と
か

す
」

た
め

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
拠

点
の

実
装

－
⑦

栃
尾

紬
ア

ー
カ

イ
ブ

の
構

築

エ
　

N
a
D
e
C
構

想
「

産
学

協
創

ワ
ー

キ
ン

グ
・

グ
ル

ー
プ

（
3
回

実
施

）
」

に
て

企
業

等
と

連
携

し
た

研
究

活
動

推
進

に
向

け
た

検
討

を
行

い
、

徳
島
大

学
産

業
院

へ
の

先
進

地
視

察
を

企
画

し
た

。

オ
　

「
研

究
業

績
プ

ロ
」

に
よ

る
研

究
業

績
の

W
E
B
公

開
に

加
え

、
今

年
度

か
ら

運
用

を
開

始
し

た
「

長
岡

造
形

大
学

リ
ポ

ジ
ト

リ
」

に
よ

り
、

研
究

紀
要

に
掲

載
し

た
研

究
成

果
も

W
E
B
公

開
を

始
め
た

。

ア
　

デ
ザ

イ
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

会
の

メ
ン

バ
ー

で
あ

る
長

岡
市

内
の

一
企

業
を

対
象

と
し

た
、

2
日

間
の

デ
ザ

イ
ン

思
考

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を
実

施
し

た
。

イ
　

大
学

院
科

目
「

構
想

発
想

手
法

論
」

に
お

い
て

、
本

学
学

生
以

外
に

長
岡

技
術

科
学
大

学
の

学
生

、
長

岡
市

職
員

の
参

加
を

得
て

、
そ
れ

ま
で

に
培

っ
た

デ
ザ

イ
ン

思
考

の
成

果
を

基
に
、

よ
り

実
践

的
な

授
業

を
実

施
し

た
。

 
 
さ

ら
に

、
そ

の
成

果
を

も
活

か
し

た
地

元
企

業
を

対
象

と
し

た
デ

ザ
イ

ン
思

考
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

 
 
令

和
元

年
度

デ
ザ

イ
ン

思
考

研
究

会
活

動
の

一
環

と
し

て
、

本
学

教
員

1
6
人

を
対

象
に

こ
れ

ま
で

の
制

作
活

動
等

を
通

じ
て

蓄
積

し
て

き
た

経
験

・
知

識
に

つ
い

て
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
そ

こ
で

聞
き

出
さ

れ
た

キ
ー

ワ
ー

ド
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
、

書
籍

「
は

て
な

の
デ

ザ
イ

ン
」

と
し

て
ま

と
め

た
。

26



自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

3
7

イ
　

高
等

教
育

機
関

と
の

連
携

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
研

究
者

の
相

互
交

流
及

び
教

育
・

研
究

資
源

の
相

互
活

用
を

推
進

す
る

体
制

を
整

備
す

る
。

4
7

ウ
　

市
内

の
4
大

学
1
高

専
と

連
携

、
協

力
し

、
「

ま
ち

な
か

キ
ャ

ン
パ

ス
」

の
運

営
に

参
画

す
る

。

b
b

4
8

エ
　

市
内

高
等

教
育

機
関

と
の

デ
ザ

イ
ン

・
技

術
科

学
・

経
営

の
領

域
連

携
に

よ
る

学
際

事
業

を
実

施
す

る
。

b
b

4
9

オ
　

ト
リ

ア
ー

応
用

科
学

大
学

等
の

交
流

協
定

締
結

校
と

引
き

続
き

交
流

を
行

う
。

b
b

3
8

ウ
　

科
学

研
究

費
補

助
金

な
ど

競
争

的
研

究
資

金
の

獲
得

の
た

め
、

組
織

的
な

取
り

組
み

を
行

う
と

と
も

に
、

研
究

成
果

に
つ

い
て

は
評

価
を

行
い

、
優

れ
た

成
果

に
対

す
る

顕
彰

制
度

を
設

け
る

。

5
0

カ
　

競
争

的
研

究
資

金
へ

の
応

募
件

数
の

増
加

を
図

る
た

め
、

競
争

的
研

究
資

金
獲

得
の

た
め

の
研

修
会

を
実

施
す

る
。

b
b

5
1

キ
　

優
れ

た
研

究
成

果
に

対
す

る
顕

彰
制

度
を

運
用

す
る

。
b

b

3
9

エ
　

知
的

財
産

権
の

取
得

と
管

理
・

活
用

を
積

極
的

に
行

う
た

め
の

体
制

を
整

備
す

る
。

5
2

ク
　

に
い

が
た

産
業

創
造

機
構

(
N
I
C
O
)
等

の
外

部
団

体
と

連
携

し
、

現
在

所
有

し
て

い
る

シ
ー

ズ
の

事
業

化
を

検
討

す
る

。

b
b

【
研

究
の

成
果

に
関

す
る

指
標

の
目

標
値

】
【

研
究

の
成

果
に

関
す

る
指

標
の

目
標

値
】

カ
　

5
月

9
日

に
研

究
推

進
部

長
を

講
師
と

し
た

科
学

研
究

費
補

助
金

の
応

募
に

関
す

る
勉

強
会

を
実

施
し

、
7
人

の
教

員
が

参
加

し
た

。

キ
　

今
年

度
か

ら
教

員
顕

彰
制

度
の

運
用

を
開

始
し

、
初

年
度

は
4
人

を
表

彰
し

た
。

ク
　

に
い

が
た

産
業

創
造

機
構

や
長

岡
商

工
会

議
所

等
外

部
団

体
と

連
携

し
、

地
産

地
消

モ
ビ

リ
テ

ィ
活

用
の

一
環

と
し

て
実

施
し

た
対

談
企

画
で

の
広

報
活

動
や

、
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業

検
討

の
た

め
の

意
見

交
換

を
行

っ
た

。

オ
 
交

流
協

定
締

結
校

と
の

交
流

事
業
と

し
て

以
下

の
と

お
り

実
施

し
た

。

①
ト

リ
ア

ー
応

用
科

学
大

学
　

本
学

大
学

院
修

士
課

程
の

学
生

1
人
を

、
交

換
留

学
生

と
し

て
、

半
年

間
、

派
遣

し
た

。
ま
た

、
ト

リ
ア

ー
応

用
科

学
大

学
学

生
を

特
別

研
究
生

・
特

別
聴

講
学

生
と

し
て

、
前

期
に

3
人

、
後

期
に

2
人

（
内

1
人

は
前

期
か

ら
の

継
続

）
を

受
け

入
れ

た
。

②
漢

陽
大

学
　

漢
陽

大
学

が
主

催
・

運
営

す
る

サ
マ
ー

ス
ク

ー
ル

に
学

部
生

1
人

が
参

加
し

た
。

ウ
　

市
内

の
3
大

学
1
高

専
が

長
岡

市
と
連

携
し

て
企

画
運

営
す

る
ま

ち
な

か
キ

ャ
ン

パ
ス

長
岡

で
は

、
教

員
・

事
務

職
員

・
学

生
が

運
営

に
参

加
、

交
流

し
、

講
座

運
営

を
行

っ
た

。

エ
　

本
学

の
「

構
想

発
想

手
法

論
」

及
び

「
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

演
習

Ⅰ
」

、
長

岡
大

学
の

「
起

業
家

塾
」

、
長

岡
工

業
高

等
専

門
学

校
の

「
課

題
解

決
型

授
業

」
に

お
い

て
、

市
内

高
等

教
育

機
関

各
校

の
学

生
が

参
加

し
、

合
同

で
各

種
の

課
題

に
取

り
組

ん
だ

。

27



自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

⑤
・

教
員

研
究

成
果

発
表

・
作

品
展

２
回

：
毎

年
度

⑤
・

教
員

研
究

成
果

発
表

・
作

品
展

2
回

a
ａ

⑥
・

地
域

貢
献

に
関

す
る

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

　
１

０
件

：
毎

年
度

⑥
・

地
域

貢
献

に
関

す
る

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

　
1
0
件

a
ａ

教
員

研
究

成
果

発
表

・
作

品
展

　
２

回
内

訳
…

市
民

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
教
員

作
品

展
実

施
、

研
究

紀
要

発
行

に
よ

る
研

究
成

果
発

表

地
域

貢
献

に
関

す
る

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

　
１

４
件

内
訳

…
デ

ザ
イ

ン
研

究
開

発
受

託
研

究
の

う
ち

地
域

に
貢

献
す

る
研

究
7
件

、
特

別
研

究
の
う

ち
地

域
に

貢
献

す
る

研
究

3
件

、
市

民
オ

ー
プ

ン
キ
ャ

ン
パ

ス
、

長
岡

市
中

学
校

美
術

部
作

品
展

、
長

岡
芸
術

工
事

中
、

地
産

地
消

モ
ビ

リ
テ

ィ
開

発
研

究
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

3
地

域
貢

献
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
3

地
域

貢
献

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
0

（
1
）

地
域

社
会

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

（
1
）

地
域

社
会

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

ア
　

新
た

に
「

地
域

協
創

セ
ン

タ
ー

」
を

設
置

し
、

企
業

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

、
行

政
な

ど
と

大
学

が
連

携
し

た
各

種
活

動
を

推
進

、
強

化
す

る
。

5
3

ア
　

地
域

協
創

セ
ン

タ
ー

を
窓

口
に

、
長

岡
市

、
な

が
お

か
・

若
者

・
し

ご
と

機
構

等
と

連
携

し
、

「
長

岡
リ

ジ
ュ

ベ
ネ

ー
シ

ョ
ン

～
長

岡
若

返
り

戦
略

～
」

に
基

づ
き

、
機

那
サ

フ
ラ

ン
酒

本
舗

建
物

群
の

調
査

、
ま

ち
な

か
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

へ
の

参
画

な
ど

の
事

業
を

行
う

。

b
b

5
4

イ
　

N
a
D
e
C
構

想
の

実
現

に
向

け
、

N
a
D
e
C
 
B
A
S
E
を

活
用

し
た

デ
ザ

イ
ン

思
考

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

デ
ザ

イ
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

会
（

2
0
1
6
年

度
～

2
0
1
8
年

度
実

施
）

の
活

動
成

果
も

生
か

し
た

地
元

企
業

に
対

す
る

商
品

提
案

な
ど

の
先

行
事

業
を

実
施

す
る

。
[
再

掲
]

b
b

5
5

ウ
　

企
業

、
自

治
体

、
N
P
O
等

の
地

域
社

会
と

連
携

し
て

デ
ザ

イ
ン

研
究

開
発

・
共

同
研

究
及

び
「

地
域

協
創

演
習

」
を

実
施

し
、

産
業

振
興

及
び

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

に
取

り
組

む
。

a
企

業
や

自
治

体
、

地
域

と
の

連
携

事
業

を
多

く
実

施
し

、
課

題
解

決
や

産
業

振
興

に
貢

献
し

て
い

る
。

a

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

ア
　

機
那

サ
フ

ラ
ン

酒
本

舗
建

物
群

の
調

査
で

は
、

建
物

群
の

一
部

を
将

来
的

な
ま

ち
づ

く
り

に
活

用
す

る
た

め
の

基
礎

研
究

と
し

て
、

市
民

工
房

プ
ロ

グ
ラ

ム
参

加
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

ア
ッ

プ
サ

イ
ク

ル
デ

ザ
イ

ン
を

前
提

と
し

た
サ

フ
ラ

ン
酒

本
舗

の
残

存
物

調
査

を
実

施
し

た
。

　
ま

ち
な

か
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

活
動

と
し

て
は

、
ま

ち
な

か
の

遊
休

不
動

産
を

有
効

に
活

用
す

る
た

め
の

仕
組

み
の

検
討

、
使

い
手

・
担

い
手

を
探

す
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
や

街
歩

き
の

実
践

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
「

長
岡

芸
術

工
事

中
2
0
1
9
」
で

は
、

ア
ー

ト
や

デ
ザ

イ
ン

を
コ

ン
テ

ン
ツ

に
遊

休
不

動
産

を
実

際
に

活
用

し
て

い
る

状
況

を
、

ツ
ア

ー
形

式
で

巡
る

企
画

と
運

営
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

実
証

を
試

み
た

。

イ
　

デ
ザ

イ
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

会
の

メ
ン

バ
ー

で
あ

る
長

岡
市

内
の

一
企

業
を

対
象

と
し

た
、

2
日

間
の

デ
ザ

イ
ン

思
考

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を
実

施
し

た
。

[
再

掲
]

ウ
　

デ
ザ

イ
ン

研
究

開
発

で
は

、
以

下
8
件

の
研

究
を

受
託

し
た

。
①

ア
イ

テ
ム

の
整

理
と

遊
休

デ
ザ

イ
ン
の

復
刻

業
務

②
「

馬
毛

の
毛

網
」

織
り

手
育

成
方

法
の

確
立

業
務

③
大

河
津

分
水

通
水

1
0
0
年

記
念

ロ
ゴ
制

作
業

務
④

長
岡

市
令

和
元

年
度

指
定

文
化

財
等
基

本
調

査
事

業
に

係
る

建
造

物
調

査
業

務
⑤

男
性

に
訴

求
す

る
i
P
h
o
n
e
ケ

ー
ス

の
形

状
デ

ザ
イ

ン
研

究
開

発
⑥

長
岡

市
景

観
重

要
建

造
物

銘
板

制
作
業

務
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

4
1

イ
　

市
民

を
対

象
と

し
た

生
涯

学
習

の
場

と
し

て
、

さ
ま

ざ
ま

な
デ

ザ
イ

ン
領

域
を

対
象

に
し

た
公

開
講

座
、

市
民

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
短

期
・

長
期

の
造

形
講

座
、

科
目

履
修

制
度

な
ど

社
会

人
が

学
習

で
き

る
機

会
を

拡
充

す
る

。

5
6

エ
　

市
民

の
本

学
教

育
研

究
内

容
へ

の
理

解
を

深
め

、
地

域
社

会
と

の
連

携
を

更
に

進
め

る
た

め
に

、
「

市
民

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
」

を
開

催
す

る
。

a
大

学
へ

の
理

解
と

支
持

を
得

る
た

め
、

幅
広

い
世

代
が

参
加

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
て

い
る

。
「

な
が

お
か

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
と

同
時

開
催

し
た

こ
と

で
、

よ
り

多
く

の
市

民
、

県
民

に
大

学
に

つ
い

て
周

知
す

る
機

会
を

創
出

し
て

い
る

。

a
エ

　
令

和
元

年
9
月

2
1
日

に
市

民
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
全

学
規

模
で

開
催

し
た

。
教

員
の
研

究
成

果
や

地
域

連
携

活
動

、
学

生
作

品
等

の
展

示
、

卒
業

生
の

活
躍

紹
介

、
ま

た
共

催
の

新
潟

県
立

近
代

美
術

館
に

よ
る

第
1
回

国
民

文
化

祭
ポ

ス
タ

ー
展
な

ど
に

加
え

て
、

中
高

校
生

を
対

象
と

す
る

中
学

校
美

術
部

作
品

展
、

美
術

・
デ

ザ
イ

ン
勉

強
会

を
実

施
し

た
。

　
今

年
度

は
、

「
国

民
文

化
祭

な
が

お
か

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
と

同
時

開
催

し
た
こ

と
に

よ
り

、
様

々
な

文
化

・
芸

術
、

福
祉

団
体
と

連
携

し
た

体
験

、
交

流
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
を

通
じ

て
、

年
代

や
分

野
を

超
え

た
幅

広
い

層
の

来
訪

者
に

対
し

、
本

学
の

教
育

研
究

活
動

の
理

解
増

進
と

地
域

文
化

の
向

上
に

資
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
な

お
、

中
高

校
生

3
0
0
人

以
上

を
含
め

約
2
,
5
0
0
人

が
来

場
し

た
。

　
ま

た
、

「
地

域
協

創
演

習
」

で
は

以
下

1
3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
た

。
①

カ
カ

シ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
②

摂
田

屋
こ

へ
び

隊
③

棚
田

草
刈

ア
ー

ト
日

本
選

手
権

④
新

潟
県

立
万

代
島

美
術

館
「

タ
ー

タ
ン

展
」

関
連

企
画

「
ト

キ
タ

ー
タ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

案
）

」
⑤

U
I
/
U
X
 
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⑥

摂
田

屋
地

区
サ

フ
ラ

ン
酒

本
舗

倉
庫
内

に
大

量
放

置
さ

れ
た

廃
ガ

ラ
ス

瓶
及

び
漆

器
を

ア
ッ

プ
サ

イ
ク

ル
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
ト

）
企

画
・

制
作

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

⑦
長

岡
も

の
づ

く
り

紹
介

冊
子

の
制

作
⑧

自
然

共
生

型
産

業
を

目
指

し
た

f
a
rm
 
m
i
e
l

p
r
o
j
e
c
t

⑨
越

後
川

口
温

泉
同

好
会

⑩
長

岡
米

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

⑪
新

潟
県

立
近

代
美

術
館

だ
よ

り
「

雪
椿

通
信

」
の

リ
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⑫

工
場

の
祭

典
「

ピ
ン

ク
ス

ト
ラ

イ
プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

⑬
生

活
用

品
提

案
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

⑦
N
a
D
e
C
 
B
A
S
E
_
移

転
先

（
な

が
お

か
市

民
セ

ン
タ

ー
地

下
）

内
装

デ
ザ

イ
ン

提
案

業
務

⑧
令

和
元

年
度

歴
史

的
建

造
物

総
合

調
査

業
務
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

5
7

オ
　

社
会

人
の

生
涯

学
習

の
場

と
し

て
、

市
民

工
房

を
開

講
す

る
。

a
多

様
な

講
座

を
用

意
し

、
市

民
に

学
び

の
場

を
提

供
し

て
い

る
。

a

5
8

カ
　

学
部

共
通

科
目

の
特

別
講

義
の

一
部

を
、

市
民

に
開

講
す

る
。

b
b

4
2

ウ
　

行
政

の
審

議
会

や
委

員
会

へ
の

教
員

の
派

遣
な

ど
に

よ
り

、
大

学
の

専
門

的
知

識
を

生
か

し
て

行
政

に
対

す
る

助
言

・
提

言
を

行
う

。

5
9

キ
　

行
政

か
ら

の
委

嘱
に

基
づ

き
、

各
専

門
分

野
の

教
員

を
派

遣
す

る
。

b
b

4
3

エ
　

「
地

域
で

学
び

、
地

域
を

育
て

る
」

こ
と

を
目

的
と

す
る

実
践

的
な

演
習

・
実

習
科

目
を

強
化

す
る

。

6
0

ク
　

学
部

で
の

地
域

連
携

系
科

目
（

「
地

域
協

創
演

習
」

、
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
及

び
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

」
）

の
開

講
に

加
え

、
大

学
院

で
は

デ
ザ

イ
ン

思
考

を
ベ

ー
ス

と
し

た
手

法
を

用
い

、
異

な
る

専
門

能
力

を
有

す
る

者
で

構
成

す
る

チ
ー

ム
で

取
り

組
む

「
地

域
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
」

を
開

講
す

る
。

s
地

域
協

創
演

習
な

ど
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

数
が

公
立

化
後

最
多

と
な

っ
て

い
る

。
学

生
は

地
域

に
お

け
る

実
習

、
演

習
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
通

じ
て

実
践

的
に

学
び

を
深

め
る

と
同

時
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
て

地
域

や
企

業
の

課
題

解
決

に
寄

与
し

て
い

る
。

s

オ
　

年
間

を
通

じ
て

ガ
ラ

ス
・

陶
芸

・
漆

芸
・

木
工

・
染

織
の

5
講

座
を

企
画

し
、

講
座
ご

と
に

受
講

者
の

興
味

と
経

験
に

合
わ

せ
た

細
か

な
コ
ー

ス
設

定
に

よ
り

開
講

し
た

。
　

な
お

、
受

講
者

数
は

以
下

の
結

果
と
な

っ
た

。
①

ガ
ラ

ス
講

座
2
9
7
人

②
陶

芸
講

座
9
7
人

③
漆

芸
講

座
9
6
人

④
木

工
講

座
3
8
人

⑤
染

織
講

座
4
9
人

合
計

5
7
7
人

キ
　

各
種

委
員

会
委

員
や

講
演

会
講

師
な

ど
合

計
1
4
0

件
の

委
嘱

に
応

え
、

教
員

を
派

遣
し

た
。

カ
　

プ
ロ

ダ
ク

ト
デ

ザ
イ

ン
特

別
講

義
、

視
覚

デ
ザ

イ
ン

特
別

講
義

、
美

術
・

工
芸

特
別

講
義

、
建

築
・

環
境

デ
ザ

イ
ン

特
別

講
義

を
一

般
に

開
放

し
、

市
民

へ
の

生
涯

学
習

の
場

を
提

供
し

た
。

　
実

施
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

は
以

下
の

と
お

り
。

【
地

域
協

創
演

習
】

①
カ

カ
シ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②
摂

田
屋

こ
へ

び
隊

③
棚

田
草

刈
ア

ー
ト

日
本

選
手

権
④

新
潟

県
立

万
代

島
美

術
館

「
タ

ー
タ
ン

展
」

関
連

企
画

「
ト

キ
タ

ー
タ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

案
）

」
⑤

U
I
/
U
X
 
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

ク
　

地
域

協
創

演
習

で
は

1
3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
、

延
べ

1
5
5
人

が
受

講
し

た
。

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
で

は
、

大
学

を
通

し
て

実
施

す
る

公
募

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
し

延
べ

7
8
人

が
受

講
し

、
学

生
が

直
接

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参

加
す

る
自

主
活

動
型

で
は

3
人

が
参

加
し

た
。

　
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
で

は
、

公
募

型
で

延
べ

7
4
人

が
参

加
し

、
3
5
人

が
単

位
を

取
得

し
た
。

ま
た

、
自

主
活

動
型

で
も

延
べ

1
6
1
人

が
参

加
し
、

2
2
人

が
単

位
を

取
得

し
た

。
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

⑥
摂

田
屋

地
区

サ
フ

ラ
ン

酒
本

舗
倉

庫
内

に
大

量
放

置
さ

れ
た

廃
ガ

ラ
ス

瓶
及

び
漆

器
を

ア
ッ

プ
サ

イ
ク

ル
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
ト

）
企

画
・

制
作

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

⑦
長

岡
も

の
づ

く
り

紹
介

冊
子

の
制

作
⑧

自
然

共
生

型
産

業
を

目
指

し
た

f
a
rm
 
m
i
e
l

p
r
o
j
e
c
t

⑨
越

後
川

口
温

泉
同

好
会

⑩
長

岡
米

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

⑪
新

潟
県

立
近

代
美

術
館

だ
よ

り
「

雪
椿

通
信

」
の

リ
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⑫

工
場

の
祭

典
「

ピ
ン

ク
ス

ト
ラ

イ
プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

⑬
生

活
用

品
提

案
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

【
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
（

公
募

型
）

】
①

長
岡

花
火

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
②

越
後

み
し

ま
竹

あ
か

り
街

道
2
0
1
9

【
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（

公
募

型
）

】
A
O
I
 
P
ｒ

o
、

デ
ジ

タ
ル

・
ア

ド
・

サ
ー
ビ

ス
、

ア
ド

ブ
レ

ー
ン

、
カ

イ
カ

イ
キ

キ
、

株
式

会
社

R
O
L
E
、

公
益

財
団

法
人

中
越

防
災

安
全

推
進

機
構
、

株
式

会
社

タ
カ

ヤ
、

株
式

会
社

N
A
P
建

築
、

東
海
林

健
建

築
設

計
事

務
所

、
一

般
社

団
法

人
s
w
i
t
c
h
、

江
角

ア
ト

リ
エ

、
森

田
一

弥
建

築
設

計
事

務
所

、
株
式

会
社

 
梓

設
計

、
ア

イ
ア

ン
オ

ー
、

新
潟

日
報

社
、
三

芝
硝

材
、

小
国

和
紙

生
産

組
合

、
デ

ザ
イ

ン
ト

ー
ク

、
ヒ

ッ
コ

リ
ー

ト
ラ

ベ
ラ

ー
ズ

、
C
E
K
A
I
（

世
界
株

式
会

社
）

、
株

式
会

社
レ

イ
ア

ッ
プ

、
有

限
会

社
セ
メ

ン
ト

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

デ
ザ

イ
ン

、
パ

ー
ル

金
属

、
株

式
会

社
エ

レ
フ

ァ
ン

ト
ス

ト
ー

ン
、

雄
国

根
曲

り
竹

細
工

 
雄

国
根

曲
り

竹
細

工
保

存
会

、
ハ

ー
バ

ー
ハ
ウ

ス
、

株
式

会
社

ス
タ

ジ
オ

カ
ー

サ
、

株
式

会
社

ア
ー

ル
・

エ
フ

・
エ

ー
、

株
式

会
社

エ
ム

テ
ィ

ー
ア
イ

、
株

式
会

社
日

比
野

設
計

、
大

南
建

設
工

業
株

式
会

社
、

富
士

印
刷

、
新

越
ワ

ー
ク

ス
、

株
式

会
社

東
海

理
化

、
ス

ズ
キ

株
式

会
社
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

4
4

オ
　

長
岡

産
業

デ
ザ

イ
ン

研
究

会
、

長
岡

産
業

活
性

化
協

会
、

に
い

が
た

産
業

創
造

機
構

な
ど

の
活

動
に

積
極

的
に

参
画

し
、

地
場

産
業

界
、

伝
統

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

や
学

生
作

品
の

商
品

化
、

知
的

財
産

に
関

す
る

取
り

組
み

や
情

報
交

換
を

図
る

。

6
1

ケ
　

企
業

、
産

業
団

体
等

と
の

活
動

を
通

し
て

ニ
ー

ズ
の

把
握

・
シ

ー
ズ

の
発

見
、

知
的

財
産

の
活

用
を

視
野

に
入

れ
た

情
報

交
換

な
ど

に
取

り
組

む
。

b
b

（
2
）

教
育

機
関

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

（
2
）

教
育

機
関

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

【
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（

自
主

活
動

型
）

】
セ

イ
コ

ー
エ

プ
ソ

ン
株

式
会

社
、

株
式
会

社
L
I
X
I
L

w
a
t
e
r
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
j
a
p
a
n
、

グ
ロ

ー
カ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
株

式
会

社
福

田
組

、
坂

井
建

設
株

式
会

社
デ

ィ
テ

ィ
ー

ル
ホ

ー
ム

、
セ

キ
ス

イ
ハ

イ
ム

東
海

株
式

会
社

、
株

式
会

社
第

一
ニ

ッ
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

㈱
東

海
林

健
建

築
事

務
所

、
株

式
会

社
ド

コ
ド

ア
、

合
同

会
社

ア
レ

コ
レ

 
h
i
c
k
o
r
y
tr
a
v
e
l
e
r
'
s
、

株
式

会
社

ア
ド

ハ
ウ

ス
パ

ブ
リ

ッ
ク

、
ラ

・
パ

ル
テ

ィ
ー

ル
[
再

掲
]

　
ま

た
、

大
学

院
修

士
課

程
の

地
域

特
別

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

で
は

P
B
L
（

事
業

ベ
ー

ス
型
、

問
題

発
見

解
決

型
）

を
通

じ
て

6
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
取

り
組

ん
だ

。

ケ
　

金
融

機
関

や
行

政
を

仲
介

し
た

企
業

等
と

の
連

携
案

件
に

お
い

て
、

ニ
ー

ズ
の

把
握

・
シ

ー
ズ

の
発

見
に

努
め

、
8
案

件
中

3
件

が
そ

の
後

の
具

体
的

な
デ

ザ
イ

ン
研

究
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

に
繋

が
っ

た
。

　
ま

た
、

地
産

地
消

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

活
用

を
目

的
に

、
行

政
や

産
業

団
体

が
主

催
す

る
展
示

会
に

出
展

し
、

企
業

等
と

の
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

【
地

域
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
】

①
「

見
る

こ
と

」
，

「
読

む
こ

と
」

を
デ

ザ
イ

ン
す

る ②
長

岡
の

「
食

べ
る

」
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

③
自

然
共

生
型

産
業

を
目

指
し

た
f
a
rm
 
m
i
e
l

p
r
o
j
e
c
t

④
R
e
s
e
a
r
c
h
-
B
a
s
e
d
 
A
r
t
 
か

ら
A
r
t
s-
B
a
s
e
d

R
e
s
e
a
r
c
h
へ

⑤
自

主
提

案
型

P
B
L

⑥
摂

田
屋

地
区

サ
フ

ラ
ン

酒
本

舗
倉

庫
内

に
大

量
放

置
さ

れ
た

廃
ガ

ラ
ス

瓶
及

び
漆

器
を

ア
ッ

プ
サ

イ
ク

ル
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
ト

）
企

画
・

制
作

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ 33



自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

4
5

ア
　

市
内

保
育

園
・

幼
稚

園
、

小
・

中
学

校
や

県
内

外
の

高
等

学
校

に
対

し
て

、
デ

ザ
イ

ン
や

も
の

づ
く

り
の

継
続

的
・

体
系

的
に

学
べ

る
講

座
の

開
催

や
出

張
講

義
、

講
師

派
遣

事
業

を
実

施
す

る
。

6
2

ア
　

小
学

生
を

対
象

と
し

た
「

こ
ど

も
も

の
づ

く
り

大
学

校
」

及
び

中
高

生
を

対
象

と
し

た
「

美
術

・
デ

ザ
イ

ン
勉

強
会

」
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

長
岡

市
教

育
委

員
会

と
連

携
し

、
「

熱
中

・
感

動
・

夢
づ

く
り

事
業

」
に

取
り

組
む

。

a
「

美
術

・
デ

ザ
イ

ン
勉

強
会

」
を

計
画

通
り

実
施

し
て

い
る

。
加

え
て

、
小

中
学

校
教

員
を

対
象

と
し

た
美

術
教

育
研

究
会

も
実

施
し

て
い

る
。

小
学

生
か

ら
高

校
生

ま
で

も
の

づ
く

り
や

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
継

続
し

て
提

供
す

る
と

同
時

に
、

地
域

に
お

け
る

人
材

育
成

に
貢

献
し

て
い

る
。

a

4
6

イ
　

県
内

高
等

教
育

機
関

に
よ

る
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

や
市

内
高

等
教

育
機

関
に

よ
る

包
括

連
携

を
通

じ
、

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
に

お
い

て
、

よ
り

専
門

的
な

視
点

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

や
産

業
振

興
、

人
材

育
成

に
取

り
組

む
。

6
3

イ
　

市
内

高
等

教
育

機
関

と
協

力
し

た
「

ま
ち

な
か

キ
ャ

ン
パ

ス
」

の
講

座
運

営
、

県
内

高
等

教
育

機
関

が
加

盟
す

る
高

等
教

育
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
い

が
た

の
連

携
事

業
に

取
り

組
む

。
ま

た
、

メ
デ

ィ
ア

キ
ャ

ン
パ

ス
で

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

サ
ミ

ッ
ト

を
行

う
。

b
b

6
4

ウ
　

市
内

高
等

教
育

機
関

と
の

デ
ザ

イ
ン

・
技

術
科

学
・

経
営

の
領

域
連

携
に

よ
る

学
際

事
業

を
実

施
す

る
。

[
再

掲
]

b
b

ア
　

「
こ

ど
も

も
の

づ
く

り
大

学
校

」
は

、
小

学
3
年

生
か

ら
6
年

生
の

1
0
4
人

を
対

象
に

、
絵
画

、
ク

ラ
フ

ト
、

染
織

等
を

テ
ー

マ
に

全
1
0
回

の
講
座

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

9
月

に
作

品
展

を
開

催
し

た
（

3
月

の
作

品
展

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

）
。

　
「

長
岡

市
中

学
校

美
術

部
作

品
展

」
も

市
民

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
と

同
時

開
催

し
て

19
校

3
1
6
点

の
作

品
を

展
示

、
本

学
教

員
が

講
評

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
長

岡
市

教
育

委
員

会
と

の
連
携

に
よ

る
「

熱
中

・
感

動
・

夢
づ

く
り

事
業

　
夢
づ

く
り

工
房

i
n
長

岡
造

形
大

学
」

は
、

令
和

元
年

8月
5
日

、
6
日

に
専

任
教

員
2
人

が
2
講

座
を

実
施

し
、

小
学

生
1
3
5
人

が
受

講
し

た
。

イ
　

ま
ち

な
か

キ
ャ

ン
パ

ス
長

岡
に

運
営

協
議

会
委

員
に

3
人

、
講

師
に

6
人

の
専

任
教

員
を
派

遣
し

、
講

座
の

運
営

に
参

画
し

た
（

2
月

2
8
日

の
ま

ち
な

か
カ

フ
ェ

1
講

座
は

中
止

）
。

　
高

等
教

育
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
い

が
た

で
は

、
各

校
の

学
び

の
特

色
や

魅
力

、
高

校
生

の
進

路
実

現
を

支
援

す
る

内
容

を
掲

載
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

県
内

高
校

配
布

、
部

会
事

業
と

し
て

開
催

さ
れ

た
合

同
S
D

研
修

会
の

参
加

な
ど

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
4
大

学
メ

デ
ィ

ア
キ

ャ
ン

パ
ス

事
業

で
は

、
合

同
で

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

サ
ミ
ッ

ト
を

実
施

し
た

。
　  
キ

ャ
リ

ア
部

会
で

は
、

就
活

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
採

用
ス

タ
イ

ル
の

変
化

に
対

応
す

る
た

め
の
講

座
を

行
い

、
学

生
約

7
0
人

が
参

加
し

た
。

　
さ

ら
に

、
教

育
研

究
部

会
の

メ
デ

ィ
ア

キ
ャ

ン
パ

ス
連

携
講

座
で

は
、

専
任

教
員

2
人

が
一

般
市

民
向

け
文

化
・

教
養

講
座

の
講

師
を

務
め

た
。

ウ
　

本
学

の
「

構
想

発
想

手
法

論
」

及
び

「
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

演
習

Ⅰ
」

、
長

岡
大

学
の

「
起

業
家

塾
」

、
長

岡
工

業
高

等
専

門
学

校
の

「
課

題
解

決
型

授
業

」
等

に
お

い
て

、
市

内
高

等
教

育
機

関
各

校
の

学
生

が
参

加
し

、
合

同
で

各
種

の
課

題
に

取
り

組
ん

だ
。

［
再

掲
］
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

4
7

ウ
　

地
域

の
芸

術
・

文
化

機
関

と
連

携
し

、
市

民
の

文
化

活
動

の
活

性
化

と
人

材
の

育
成

を
進

め
る

。

6
5

エ
　

新
潟

県
立

近
代

美
術

館
と

連
携

し
た

「
こ

ど
も

も
の

づ
く

り
大

学
校

作
品

展
」

及
び

市
内

中
学

校
美

術
部

と
協

力
し

た
「

中
学

校
美

術
部

作
品

展
」

を
開

催
す

る
。

a
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

お
り

、
作

品
展

を
と

お
し

て
市

民
の

文
化

活
動

の
活

性
化

と
人

材
の

育
成

に
貢

献
し

て
い

る
。

a

6
6

オ
　

第
3
4
回

国
民

文
化

祭
及

び
第

1
9
回

全
国

障
害

者
芸

術
・

文
化

祭
に

参
画

す
る

。

a
「

な
が

お
か

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
の

会
場

と
な

っ
て

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、

同
時

開
催

し
た

市
民

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
と

合
わ

せ
て

、
多

く
の

市
民

に
文

化
・

芸
術

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
し

た
。

a

【
地

域
貢

献
の

成
果

に
関

す
る

指
標

の
目

標
値

】
【

地
域

貢
献

の
成

果
に

関
す

る
指

標
の

目
標

値
】

⑦
・

地
域

貢
献

に
関

す
る

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

　
１

０
件

：
毎

年
度

［
再

掲
］

⑦
・

地
域

貢
献

に
関

す
る

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

　
1
0
件

［
再

掲
］

a
a

⑧
・

市
民

工
房

受
講

者
数

　
延

べ
５

０
０

人
：

毎
年

度
⑧

・
市

民
工

房
受

講
者

数
　

延
べ

5
0
0
人

a
a

⑨
・

小
学

生
を

対
象

と
す

る
講

座
受

講
者

数
　

延
べ

１
５

０
人

：
毎

年
度

⑨
・

小
学

生
を

対
象

と
す

る
講

座
受

講
者

数
　

延
べ

1
5
0
人

a
a

地
域

貢
献

に
関

す
る

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

　
1
4

件 内
訳

…
デ

ザ
イ

ン
研

究
開

発
受

託
研

究
の

う
ち

地
域

に
貢

献
す

る
研

究
7
件

、
特

別
研

究
の
う

ち
地

域
に

貢
献

す
る

研
究

3
件

、
市

民
オ

ー
プ

ン
キ
ャ

ン
パ

ス
、

長
岡

市
中

学
校

美
術

部
作

品
展

、
長

岡
芸
術

工
事

中
、

地
産

地
消

モ
ビ

リ
テ

ィ
開

発
研

究
 
[
再
掲

]

市
民

工
房

受
講

者
数

　
延

べ
5
7
7
人

内
訳

…
ガ

ラ
ス

講
座

2
9
7
人

、
陶

芸
講
座

9
7
人

、
漆

芸
講

座
9
6
人

、
木

工
講

座
3
8
人

、
染

織
講
座

4
9
人

小
学

生
を

対
象

と
す

る
講

座
受

講
者

数
延

べ
2
3
9
人

内
訳

…
こ

ど
も

も
の

づ
く

り
大

学
校

10
4
人

、
夢

づ
く

り
工

房
i
n
長

岡
造

形
大

学
1
3
5
人

エ
　

中
学

校
美

術
部

作
品

展
は

、
市

内
1
9
校

3
3
9
人

の
参

加
を

得
て

令
和

元
年

9
月

2
1
日

に
実
施

し
、

平
面

、
立

体
作

品
3
1
6
点

を
展

示
し

た
。

出
品
者

全
員

の
集

ま
っ

た
機

会
に

は
、

本
学

教
員

が
講

評
を

行
っ

た
。

　
な

お
、

新
潟

県
立

近
代

美
術

館
と

連
携

し
た

こ
ど

も
も

の
づ

く
り

大
学

校
作

品
展

「
こ

ど
も

×
カ

タ
チ

展
」

は
、

令
和

2
年

3
月

1
4
日

～
2
2
日

の
実

施
に

向
け

準
備

を
進

め
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

し
た

。

オ
　

第
3
4
回

国
民

文
化

祭
及

び
第

1
9
回
全

国
障

害
者

芸
術

・
文

化
祭

長
岡

市
実

行
委

員
会

に
参

加
し

、
令

和
元

年
9
月

2
1
日

、
本

学
を

会
場

に
美
術

・
音

楽
・

茶
道

・
華

道
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

ジ
ャ

ン
ル
の

市
内

文
化

団
体

が
一

堂
に

会
し

、
芸

術
の

奥
深

さ
に

触
れ

る
体

験
・

交
流

イ
ベ

ン
ト

「
な

が
お

か
ア

ー
ト

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」

を
開

催
し

た
。

同
時

開
催
の

市
民

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
と

企
画

、
展

示
を

一
体

的
に

構
成

し
、

年
代

や
分

野
を

超
え

た
幅

広
い

層
の

市
民

・
県

民
が

来
場

し
た

。
　

ま
た

、
1
1
月

に
実

施
し

た
長

岡
芸

術
工

事
中

2
0
1
9

を
に

い
が

た
開

催
の

応
援

事
業

に
登

録
し

た
。
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

4
国

際
交

流
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
4

国
際

交
流

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
8

(
1
)

　
既

存
の

交
流

協
定

締
結

校
の

交
流

内
容

を
見

直
す

と
と

も
に

、
長

岡
市

の
国

際
姉

妹
都

市
に

あ
る

大
学

と
交

流
・

連
携

を
図

る
。

6
7

(
1
)

　
ト

リ
ア

ー
応

用
科

学
大

学
等

の
交

流
協

定
締

結
校

と
交

流
事

業
を

実
施

す
る

。

b
b

6
8

(
2
)

　
学

部
及

び
大

学
院

に
お

け
る

外
国

人
留

学
生

の
受

入
れ

を
促

進
す

る
。

a
新

た
に

留
学

生
を

受
け

入
れ

て
い

る
。

今
後

も
交

流
協

定
締

結
校

や
国

際
姉

妹
都

市
の

大
学

を
中

心
に

多
様

な
学

生
の

受
け

入
れ

を
進

め
ら

れ
た

い
。

a

4
9

(
2
)

　
給

付
奨

学
金

制
度

や
授

業
外

で
の

語
学

教
育

制
度

を
構

築
し

、
海

外
大

学
へ

の
派

遣
学

生
の

増
加

を
図

る
。

6
9

(
3
)

　
国

際
交

流
事

業
支

援
奨

学
金

制
度

を
活

用
し

、
海

外
へ

の
派

遣
学

生
の

増
加

を
図

る
。

b
b

　
交

流
協

定
締

結
校

と
の

交
流

事
業

と
し

て
以

下
の

と
お

り
実

施
し

た
。

 
①

ト
リ

ア
ー

応
用

科
学

大
学

　
本

学
大

学
院

修
士

課
程

の
学

生
1
人
を

、
交

換
留

学
生

と
し

て
、

半
年

間
派

遣
し

た
。

　
ま

た
、

ト
リ

ア
ー

応
用

科
学

大
学

学
生

を
特

別
研

究
生

・
特

別
聴

講
学

生
と

し
て

、
前

期
に

3
人

、
後

期
に

2
人

（
内

1
人

は
前

期
か

ら
の

継
続

）
を

受
け

入
れ

た
。

②
漢

陽
大

学
　

漢
陽

大
学

が
主

催
・

運
営

す
る

サ
マ
ー

ス
ク

ー
ル

に
学

部
生

1
人

が
参

加
し

た
。

[
再

掲
]

　
大

学
院

修
士

課
程

に
2
人

の
新

入
生
が

入
学

し
、

既
存

学
生

と
合

わ
せ

、
5
人

の
留

学
生

が
正

規
学

生
と

し
て

本
学

で
学

ん
だ

。
　

ま
た

、
ト

リ
ア

ー
応

用
科

学
大

学
か
ら

、
特

別
研

究
生

と
し

て
前

期
2
人

、
後

期
1
人

を
、
特

別
聴

講
学

生
と

し
て

通
年

で
1
人

を
受

け
入

れ
た
。

　
長

岡
造

形
大

学
国

際
交

流
事

業
支

援
奨

学
金

規
程

に
基

づ
き

、
8
人

に
対

し
、

合
計

3
6
2
,9
6
3
円

の
奨

学
金

を
給

付
し

た
。

①
ト

リ
ア

ー
応

用
科

学
大

学
へ

の
留

学
　

1
人

②
漢

陽
大

学
サ

マ
ー

ス
ク

ー
ル

　
1
人

③
地

域
協

創
演

習
（

ラ
オ

ス
で

の
f
a
rm
 
m
i
e
l

p
r
o
j
e
c
t
）

　
3
人

④
デ

ン
マ

ー
ク

・
サ

マ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

A
r
c
h
i
t
e
c
t
u
r
a
l
 
S
t
u
d
i
e
s
）

　
1
人

⑤
ス

ペ
イ

ン
・

バ
ル

セ
ロ

ナ
建

築
留

学
コ

ー
ス

　
2
人

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

7
0

(
4
)

　
学

生
の

留
学

に
対

す
る

興
味

を
喚

起
す

る
た

め
、

留
学

経
験

者
に

よ
る

説
明

会
を

実
施

す
る

。

b
b

　
留

学
希

望
者

向
説

明
会

を
3
回

開
催
し

、
各

回
で

異
な

る
テ

ー
マ

を
通

し
て

、
情

報
提

供
を
行

っ
た

。
第

1
回

（
令

和
元

年
6
月

1
9
日

）
内

容
：

本
学

の
海

外
提

携
大

学
の

紹
介
、

留
学

に
向

け
た

英
語

の
学

習
方

法
に

つ
い

て
第

2
回

（
令

和
元

年
7
月

2
3
日

）
内

容
：

ト
ビ

タ
テ

！
留

学
J
A
P
A
N
の

奨
学

生
に

つ
い

て
、

奨
学

金
の

種
類

と
応

募
方

法
第

3
回

（
令

和
元

年
1
1
月

7
日

）
内

容
：

本
学

に
在

学
す

る
留

学
生

と
の
意

見
交

換
及

び
交

流
　

ま
た

、
学

外
で

の
国

際
交

流
活

動
へ
の

積
極

的
な

参
加

を
促

し
、

以
下

の
活

動
に

学
生

が
参

加
し

た
。

・
新

潟
医

療
福

祉
大

学
「

夏
の

英
語

キ
ャ

ン
プ

」
（

令
和

元
年

8
月

3
1
日

、
9
月

1
日

）
3
人

・
国

際
大

学
「

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

研
修

」
（

令
和

元
年

9
月

4
日

～
6
日

）
2
人
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
2

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
2

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

１
運

営
体

制
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

１
運

営
体

制
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

5
0

(
1
)

　
理

事
会

、
経

営
審

議
会

、
教

育
研

究
審

議
会

な
ど

の
役

割
分

担
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

理
事

長
、

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
各

機
関

が
相

互
に

連
携

し
た

機
動

的
な

組
織

運
営

を
行

う
。

7
1

(
1
)

　
経

営
審

議
会

及
び

教
育

研
究

審
議

会
は

、
理

事
長

、
学

長
そ

れ
ぞ

れ
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

も
と

、
重

要
な

事
項

を
そ

の
役

割
に

応
じ

て
迅

速
、

慎
重

に
審

議
し

、
理

事
会

は
そ

の
結

果
に

基
づ

き
意

思
決

定
を

行
う

。

b
b

5
1

(
2
)

　
理

事
、

経
営

審
議

会
及

び
教

育
研

究
審

議
委

員
に

、
学

外
の

有
識

者
を

登
用

し
、

専
門

的
知

見
を

活
用

す
る

。

7
2

(
2
)

　
理

事
及

び
2
審

議
会

（
経

営
審

議
会

、
教

育
研

究
審

議
会

）
委

員
に

登
用

し
て

い
る

学
外

有
識

者
か

ら
客

観
的

な
意

見
を

取
り

入
れ

る
。

b
b

5
2

(
3
)

　
法

人
監

事
な

ど
に

よ
る

業
務

運
営

や
予

算
執

行
状

況
の

監
査

機
能

を
強

化
し

、
業

務
運

営
の

改
善

を
図

る
。

7
3

(
3
)

　
内

部
監

査
及

び
監

事
監

査
を

実
施

し
、

適
正

な
業

務
運

営
と

改
善

を
行

う
。

b
b

２
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
２

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

5
3

(
1
)

　
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
応

し
、

効
果

的
な

教
育

・
研

究
を

推
進

す
る

た
め

、
学

部
、

研
究

科
、

研
究

機
関

の
再

編
な

ど
教

育
研

究
組

織
の

在
り

方
を

不
断

に
検

証
し

必
要

な
改

善
を

図
る

。

7
4

(
1
)

　
大

学
を

取
り

巻
く

社
会

環
境

の
変

化
及

び
全

学
的

な
課

題
を

把
握

し
、

教
育

研
究

組
織

の
検

討
を

行
う

。

b
b

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

　
理

事
会

、
経

営
審

議
会

を
6
月

、
8
月
、

1
2
月

、
1

月
、

3
月

、
教

育
研

究
審

議
会

を
4
月

、
6
月

、
8
月

、
1
1
月

、
1
月

、
3
月

そ
れ

ぞ
れ

開
催

し
、
第

2
期

中
期

計
画

等
の

重
要

事
項

を
審

議
し

た
。

　
理

事
に

2
人

、
経

営
審

議
会

に
4
人

、
教

育
研

究
審

議
会

に
2
人

の
学

外
有

識
者

を
登

用
し
、

専
門

的
知

見
を

活
用

し
た

。

　
適

正
な

業
務

運
営

と
改

善
の

た
め

に
内

部
監

査
及

び
監

事
監

査
を

実
施

し
た

。
内

部
監

査
で

は
、

地
域

貢
献

活
動

に
関

す
る

業
務

監
査

と
、

収
入

（
主

に
入

学
金

、
市

民
工

房
受

講
料

、
寄

附
金

）
に

関
す

る
会

計
監

査
を

実
施

し
た

。

　
大

学
に

お
け

る
今

後
の

教
育

組
織

を
検

討
す

る
た

め
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
を

編
成

し
、

新
た

な
学

部
学

科
組

織
の

概
要

や
教

育
内

容
、

教
育

方
法

に
つ

い
て

の
検

討
を

行
っ

た
。
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

5
4

(
2
)

　
自

己
点

検
・

評
価

は
も

と
よ

り
、

第
三

者
評

価
機

関
に

よ
る

外
部

評
価

の
結

果
に

基
づ

き
、

教
育

研
究

組
織

を
客

観
的

、
合

理
的

に
改

善
す

る
。

7
5

(
2
)

　
大

学
基

準
協

会
に

よ
る

認
証

評
価

及
び

公
立

大
学

法
人

評
価

委
員

会
に

よ
る

法
人

評
価

の
指

摘
事

項
に

対
し

て
の

改
善

を
進

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
効

果
を

確
認

す
る

。

b
b

３
人

事
の

適
正

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
３

人
事

の
適

正
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

5
5

(
1
)

　
職

員
の

意
欲

、
適

性
な

ど
を

適
切

に
反

映
し

た
人

事
制

度
の

構
築

に
取

り
組

む
。

7
6

(
1
)

　
事

務
職

員
の

昇
任

、
昇

格
に

関
す

る
基

準
を

人
事

評
価

制
度

を
活

用
し

て
整

備
す

る
。

b
b

5
6

(
2
)

　
職

員
の

能
力

と
実

績
を

総
合

的
に

評
価

す
る

制
度

を
構

築
し

、
評

価
結

果
が

処
遇

な
ど

に
反

映
す

る
仕

組
み

を
整

備
す

る
。

7
7

(
2
)

　
教

員
・

事
務

職
員

そ
れ

ぞ
れ

に
お

け
る

人
事

評
価

制
度

に
つ

い
て

、
試

行
及

び
必

要
な

改
善

を
実

施
し

整
備

す
る

。

b
b

４
事

務
の

効
率

化
及

び
合

理
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

４
事

務
の

効
率

化
及

び
合

理
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

5
7

(
1
)

　
事

務
職

員
の

職
能

や
分

野
に

応
じ

た
能

力
開

発
や

研
修

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

7
8

(
1
)

　
公

立
大

学
協

会
等

の
機

関
が

主
催

す
る

各
種

研
修

会
へ

積
極

的
に

参
加

し
、

職
位

別
、

専
門

分
野

別
の

知
識

習
得

を
図

る
。

b
b

5
8

(
2
)

　
高

い
専

門
性

が
求

め
ら

れ
る

分
野

の
業

務
に

つ
い

て
は

、
多

様
な

雇
用

制
度

を
導

入
し

、
適

正
あ

る
人

材
を

配
置

す
る

こ
と

で
事

務
の

効
率

化
を

図
る

。

7
9

(
2
)

　
高

い
専

門
性

を
持

つ
人

材
確

保
の

た
め

に
導

入
し

た
雇

用
制

度
に

基
づ

き
、

適
性

あ
る

人
材

確
保

に
努

め
る

。

b
b

5
9

(
3
)

　
事

務
処

理
の

効
率

性
や

合
理

性
を

高
め

る
た

め
、

外
部

委
託

を
有

効
に

活
用

す
る

。

8
0

(
3
)

　
事

務
処

理
の

効
率

性
や

合
理

性
を

高
め

る
た

め
、

建
物

の
改

修
に

伴
う

監
修

業
務

等
の

外
部

委
託

を
活

用
す

る
。

b
b

　
公

立
大

学
協

会
等

の
主

催
す

る
講

演
会

、
業

務
別

の
職

員
研

修
に

5
8
件

参
加

し
た

。

　
総

務
・

人
事

に
関

す
る

特
殊

業
務

に
従

事
す

る
新

た
な

専
門

職
員

を
配

置
し

た
。

　
建

物
の

改
修

に
伴

う
設

計
や

監
理

業
務

、
職

員
S
D

研
修

の
講

師
等

に
外

部
委

託
を

活
用

し
た

。

　
指

摘
事

項
（

改
善

勧
告

1
項

目
お

よ
び

努
力

課
題

7
項

目
）

に
対

し
て

の
改

善
内

容
を

改
善
報

告
書

に
取

り
ま

と
め

、
7
月

に
大

学
基

準
協

会
に
報

告
し

た
。

　
そ

の
結

果
、

3
月

に
大

学
基

準
協

会
か

ら
、

今
後

の
改

善
経

過
に

つ
い

て
再

度
報

告
を

求
め
る

事
項

は
「

な
し

」
と

報
告

さ
れ

、
改

善
の

効
果
が

認
め

ら
れ

た
。

　
他

方
、

7
項

目
中

2
項

目
に

つ
い

て
は
「

更
な

る
改

善
が

望
ま

れ
る

」
「

引
き

続
き

改
善

が
望

ま
れ

る
」

と
評

さ
れ

た
た

め
、

今
後

引
き

続
き

改
善

に
向

け
た

検
討

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

。

　
試

行
実

施
を

経
て

、
令

和
2
年

度
よ
り

本
格

施
行

す
る

こ
と

と
し

た
事

務
職

員
人

事
評

価
制
度

の
評

価
結

果
を

、
昇

任
、

昇
格

等
に

活
用

す
る

た
め

の
「

事
務

職
員

評
価

制
度

の
処

遇
へ

の
活

用
方

針
」

を
策

定
し

た
。

　
教

員
・

事
務

職
員

そ
れ

ぞ
れ

に
お

け
る

人
事

評
価

制
度

を
試

行
し

、
意

見
の

聴
取

、
検

証
、

改
善

を
行

っ
た

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

令
和

2
年
度

か
ら

人
事

評
価

制
度

を
本

格
施

行
す

る
こ

と
と

し
た
。
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
3

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
第

3
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
経

営
の

安
定

化
に

向
け

た
自

己
収

入
の

確
保

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
経

営
の

安
定

化
に

向
け

た
自

己
収

入
の

確
保

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

6
0

(
1
)

　
実

効
性

の
あ

る
学

生
募

集
活

動
、

教
育

内
容

・
環

境
の

充
実

及
び

修
学

・
就

職
支

援
の

強
化

に
対

し
て

総
合

的
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

学
生

数
を

安
定

的
に

確
保

す
る

。

8
1

(
1
)

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

確
実

な
運

用
、

低
学

年
か

ら
の

就
職

支
援

等
に

総
合

的
に

取
り

組
み

、
出

張
講

義
及

び
進

学
相

談
会

で
大

学
の

魅
力

を
的

確
に

伝
え

る
こ

と
に

よ
り

、
学

生
数

の
安

定
的

な
確

保
を

図
る

。

a
相

談
会

、
説

明
会

の
開

催
や

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
を

中
心

と
す

る
学

生
募

集
活

動
と

、
修

学
・

就
職

支
援

へ
の

総
合

的
な

取
組

の
結

果
、

高
い

志
願

倍
率

を
維

持
し

て
い

る
。

a

6
1

(
2
)

　
学

生
納

付
金

は
、

教
育

内
容

や
社

会
情

勢
な

ど
を

反
映

し
た

適
正

な
水

準
と

な
る

よ
う

に
適

宜
見

直
す

。

8
2

(
2
)

　
学

生
納

付
金

は
、

教
育

内
容

、
財

務
状

況
、

他
大

学
の

動
向

等
を

勘
案

し
て

金
額

を
決

定
す

る
。

b
b

２
経

費
の

節
減

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

２
経

費
の

節
減

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

6
2

(
1
)

　
教

材
等

の
購

入
経

費
の

節
減

を
図

る
た

め
、

適
切

な
購

入
方

法
な

ど
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

8
3

(
1
)

　
経

費
節

減
効

果
の

あ
る

購
入

方
法

、
購

入
先

選
定

を
検

討
し

、
購

入
を

行
う

。

b
b

　
会

場
形

式
進

学
相

談
会

3
7
会

場
、

高
校

・
予

備
校

内
進

学
相

談
会

5
8
校

（
内

本
学

独
自

26
校

）
、

出
張

講
義

2
0
校

、
高

校
教

員
対

象
大

学
説

明
会

3
回

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

3
回

（
延

べ
参

加
者
2
,
4
2
4
人

）
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

教
育

課
程

に
お

い
て

は
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

た
。

　
さ

ら
に

、
キ

ャ
リ

ア
計

画
実

習
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
の

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

に
関
す

る
科

目
を

開
講

す
る

と
と

も
に

、
き

め
細

や
か

な
就

職
支

援
の

実
施

な
ど

、
全

学
的

な
学

生
対

応
等

を
行

っ
た

。
志

願
者

数
1
,
2
8
9
人

（
志

願
倍

率
5
.
6
倍
）

入
学

者
数

2
5
8
人

　
収

容
定

員
の

充
足

状
況

、
運

営
費

交
付

金
の

交
付

状
況

、
他

の
公

立
大

学
の

動
向

を
総

合
的

に
判

断
し

、
学

生
納

付
金

を
前

年
同

額
と

し
た
。

　
事

務
用

品
（

封
筒

、
コ

ピ
ー

用
紙

、
プ

リ
ン

タ
ト

ナ
ー

）
や

灯
油

は
、

年
間

の
使

用
数

量
に

基
づ

い
て

契
約

す
る

こ
と

で
、

大
量

発
注

に
よ

る
単

価
の

引
き

下
げ

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
法

人
名

義
の

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ
ー

ド
決

済
を

導
入

し
購

入
先

の
選

択
肢

を
広

げ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
経

費
節

減
に

努
め

た
。

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

8
4

(
2
)

　
電

気
使

用
量

の
デ

マ
ン

ド
管

理
等

を
行

い
、

光
熱

水
費

の
削

減
に

努
め

る
。

ま
た

、
白

黒
コ

ピ
ー

の
標

準
設

定
、

両
面

印
刷

の
推

奨
等

に
よ

り
、

コ
ピ

ー
料

金
の

削
減

を
図

る
。

b
b

6
3

(
2
)

　
設

備
管

理
等

の
委

託
に

つ
い

て
は

、
契

約
期

間
の

複
数

年
化

な
ど

契
約

方
法

の
見

直
し

に
よ

り
、

維
持

管
理

経
費

の
削

減
を

図
る

。

8
5

(
3
)

　
複

数
年

契
約

に
つ

い
て

経
費

節
減

効
果

を
検

証
し

つ
つ

、
有

効
な

も
の

は
導

入
す

る
。

b
b

6
4

(
3
)

　
経

費
節

減
と

環
境

へ
の

配
慮

の
面

か
ら

、
Ｌ

Ｅ
Ｄ

照
明

な
ど

の
省

エ
ネ

機
器

の
導

入
を

計
画

的
に

進
め

る
。

8
6

(
4
)

　
長

期
修

繕
計

画
に

基
づ

く
空

調
設

備
の

更
新

等
に

お
い

て
、

省
エ

ネ
機

器
の

導
入

を
図

る
。

b
b

３
資

産
の

運
用

管
理

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
３

資
産

の
運

用
管

理
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

6
5

(
1
)

　
定

期
的

に
学

内
の

施
設

設
備

を
調

査
点

検
し

、
維

持
管

理
や

更
新

を
計

画
的

に
行

う
。

8
7

(
1
)

　
長

期
修

繕
計

画
に

基
づ

き
、

2
年

計
画

の
最

終
年

度
と

し
て

空
調

設
備

の
更

新
を

実
施

す
る

。

b
b

6
6

(
2
)

　
学

内
施

設
の

地
域

開
放

を
積

極
的

に
進

め
る

と
と

も
に

、
実

施
方

法
や

範
囲

、
料

金
設

定
な

ど
の

ル
ー

ル
作

り
を

行
う

。

8
8

(
2
)

　
学

内
施

設
の

地
域

開
放

を
積

極
的

に
進

め
る

。
b

b
　

学
生

及
び

教
員

の
教

育
研

究
活

動
、
施

設
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
と

の
日

程
調

整
に

よ
り

、
令

和
元

年
度

は
1
2
件

の
学

内
施

設
の

貸
し

出
し

を
行
っ

た
。

　
な

お
、

よ
り

利
用

者
が

利
用

し
や

す
い

環
境

を
整

え
る

た
め

、
固

定
資

産
貸

付
規

程
に

つ
い

て
必

要
な

見
直

し
を

行
っ

た
。

　
平

成
3
0
、

令
和

元
年

度
の

2
か

年
に
渡

る
空

調
設

備
他

更
新

工
事

に
よ

り
、

冷
暖

房
運

転
の
中

央
制

御
の

仕
組

み
を

改
善

し
た

。
こ

の
仕

組
み

と
電

気
使

用
量

の
デ

マ
ン

ド
管

理
を

組
み

合
わ

せ
て

運
用

し
た

ほ
か

、
照

明
器

具
を

順
次

L
E
D
に

交
換

す
る

等
の

取
組

に
よ

り
、

光
熱

費
の

削
減

に
努

め
た

。
　

ま
た

、
こ

ま
め

な
消

灯
や

経
済

的
な
コ

ピ
ー

機
の

利
用

法
に

つ
い

て
定

期
的

に
呼

び
か

け
を

行
い

、
職

員
の

コ
ス

ト
意

識
の

向
上

を
図

っ
た

。

　
新

た
に

廃
棄

物
の

収
集

に
関

し
て

複
数

年
契

約
を

締
結

す
る

と
と

も
に

、
今

年
度

で
保

守
契

約
が

切
れ

る
契

約
に

つ
い

て
、

次
年

度
か

ら
の

複
数

年
契

約
の

締
結

に
向

け
、

業
者

と
の

折
衝

を
行

っ
た

。

　
長

期
修

繕
計

画
に

基
づ

く
空

調
設

備
の

更
新

等
に

お
い

て
、

従
来

の
も

の
と

比
し

て
省

エ
ネ

と
な

る
機

器
を

導
入

し
た

。
　

ま
た

、
学

内
ト

イ
レ

各
所

及
び

図
書
館

事
務

ス
ペ

ー
ス

（
奥

）
に

L
E
D
照

明
を

導
入

し
た

。

　
2
年

計
画

の
最

終
年

度
と

し
て

、
前
年

度
に

引
き

続
き

空
調

機
本

体
及

び
自

動
制

御
装

置
の
更

新
工

事
を

行
い

完
了

し
た

。
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
4

自
己

点
検

・
評

価
及

び
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
4

自
己

点
検

・
評

価
及

び
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

１
自

己
点

検
･
評

価
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
１

自
己

点
検

･
評

価
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

6
7

(
1
)

　
教

育
研

究
及

び
業

務
運

営
に

対
す

る
評

価
の

対
象

・
基

準
等

を
明

確
に

し
、

学
内

組
織

の
自

己
点

検
・

評
価

を
全

学
的

に
実

施
す

る
体

制
を

構
築

す
る

。

－

6
8

(
2
)

　
自

己
点

検
･
評

価
及

び
第

三
者

評
価

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
の

結
果

は
積

極
的

に
公

表
す

る
と

と
も

に
、

教
育

研
究

活
動

や
業

務
運

営
の

改
善

に
活

用
す

る
。

8
9

(
1
)

　
大

学
基

準
協

会
か

ら
の

指
摘

事
項

に
つ

い
て

、
改

善
報

告
を

行
う

。
公

立
大

学
法

人
評

価
委

員
会

に
よ

る
法

人
評

価
の

指
摘

事
項

に
対

し
て

、
改

善
を

進
め

る
。

b
b

２
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

２
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

6
9

(
1
)

　
業

務
運

営
の

透
明

化
を

高
め

る
た

め
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
通

じ
、

中
期

目
標

、
中

期
計

画
、

年
度

計
画

、
財

務
諸

表
、

自
己

点
検

に
よ

る
評

価
結

果
及

び
第

三
者

評
価

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
結

果
な

ど
の

情
報

公
開

を
積

極
的

に
行

う
。

9
0

(
1
)

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
用

い
て

、
財

務
状

況
、

評
価

結
果

、
教

育
研

究
の

活
動

成
果

な
ど

の
法

人
情

報
を

積
極

的
に

公
表

す
る

。

b
b

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

-
(
達

成
済

)

　
指

摘
事

項
（

改
善

勧
告

1
項

目
お

よ
び

努
力

課
題

7
項

目
）

に
対

し
て

の
改

善
内

容
を

改
善
報

告
書

に
取

り
ま

と
め

、
7
月

に
大

学
基

準
協

会
に
報

告
し

た
。

　
そ

の
結

果
、

3
月

に
大

学
基

準
協

会
か

ら
、

今
後

の
改

善
経

過
に

つ
い

て
再

度
報

告
を

求
め
る

事
項

は
「

な
し

」
と

報
告

さ
れ

、
改

善
の

効
果
が

認
め

ら
れ

た
。

　
他

方
、

7
項

目
中

2
項

目
に

つ
い

て
は
「

更
な

る
改

善
が

望
ま

れ
る

」
「

引
き

続
き

改
善

が
望

ま
れ

る
」

と
評

さ
れ

た
た

め
、

今
後

引
き

続
き

改
善

に
向

け
た

検
討

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

。
［

再
掲

］
　

ま
た

、
公

立
大

学
法

人
評

価
委

員
会
か

ら
の

課
題

・
改

善
す

べ
き

事
項

で
あ

る
事

務
職
員

の
人

事
評

価
制

度
に

つ
い

て
は

、
制

度
を

構
築

し
試

行
を

経
て

、
令

和
2
年

度
よ

り
本

格
試

行
す

る
。

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

財
務

状
況

や
認

証
評

価
結

果
だ

け
で

な
く

、
教

育
研

究
、

地
域

貢
献

活
動

の
成

果
、

理
事

会
及

び
審

議
会

の
議

事
録

等
の

法
人

情
報

を
公

開
し

た
。

計
画

の
実

施
状

況
等
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

7
0

(
2
)

　
本

学
の

教
育

、
研

究
、

地
域

貢
献

な
ど

の
活

動
に

つ
い

て
、

さ
ま

ざ
ま

な
情

報
発

信
手

段
を

活
用

し
、

積
極

的
か

つ
効

果
的

に
発

信
す

る
。

9
1

(
2
)

　
学

内
で

情
報

の
共

有
化

を
図

り
、

従
来

の
情

報
媒

体
、

S
N
S
を

有
効

活
用

し
た

情
報

発
信

を
行

う
。

b
b

9
2

(
3
)

　
教

員
及

び
学

生
の

作
品

展
示

機
会

の
創

出
並

び
に

紀
要

の
作

成
を

行
う

。

a
「

な
が

お
か

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
と

同
時

開
催

し
た

市
民

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
の

ほ
か

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

や
中

心
市

街
地

で
の

ア
ー

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

多
く

の
市

民
の

目
に

触
れ

、
大

学
の

教
育

や
研

究
に

つ
い

て
知

っ
て

も
ら

う
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

a

9
3

(
4
)

　
本

学
の

教
育

、
研

究
、

地
域

貢
献

等
の

活
動

に
つ

い
て

、
テ

レ
ビ

、
新

聞
な

ど
の

メ
デ

ィ
ア

を
通

し
て

、
広

く
社

会
に

情
報

を
発

信
す

る
。

a
新

聞
を

中
心

に
、

メ
デ

ィ
ア

に
取

り
上

げ
ら

れ
た

件
数

が
2
0
0
件

を
超

え
て

い
る

。
a

　
学

生
や

教
員

の
活

動
を

広
く

発
信

し
た

結
果

、
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
と

し
て

テ
レ

ビ
、

新
聞

、
情

報
誌

な
ど

の
メ

デ
ィ

ア
を

中
心

に
、

多
数

取
り

上
げ

ら
れ

た
。

　
教

員
及

び
学

生
の

活
動

や
大

学
行

事
等

の
情

報
を

集
約

し
、

職
員

間
の

情
報

共
有

を
円

滑
に

行
う

と
と

も
に

、
学

生
に

も
直

接
取

材
す

る
な

ど
積

極
的

な
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

収
集

し
た

情
報

は
、

大
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
加

え
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

、
ツ

イ
ッ

タ
ー

な
ど

S
N
S
に

よ
り

広
く

発
信

し
た

。

　
卒

業
生

・
修

了
生

の
集

大
成

と
し

て
卒

業
・

修
了

研
究

展
を

実
施

し
た

ほ
か

、
教

員
の

研
究

成
果

を
ま

と
め

た
研

究
紀

要
を

発
刊

し
た

。
　

ま
た

、
市

民
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス
で

は
在

学
生

、
教

員
、

卒
業

生
の

作
品

や
製

品
等
の

紹
介

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

専
攻
の

教
員

・
学

生
が

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
を

開
催

し
、

長
岡

芸
術

工
事

中
2
0
1
9
で

は
長

岡
駅

周
辺

地
区

を
中

心
に

教
員

や
学

生
作

品
に

よ
る

ア
ー

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

展
開

し
た

。
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
5

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
第

5
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

１
社

会
的

責
任

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

１
社

会
的

責
任

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

7
1

(
1
)

　
学

生
や

職
員

の
法

令
遵

守
や

人
権

侵
害

の
防

止
の

た
め

の
研

修
を

実
施

し
、

意
識

啓
発

を
図

る
。

9
4

(
1
)

　
法

令
の

遵
守

及
び

人
権

侵
害

の
防

止
に

係
る

意
識

啓
発

の
た

め
に

、
学

生
及

び
職

員
向

け
の

研
修

等
を

実
施

す
る

。

b
b

9
5

(
2
)

　
本

法
人

の
契

約
事

務
規

程
に

基
づ

き
、

法
令

を
遵

守
し

、
入

札
等

の
契

約
事

務
を

適
切

に
実

施
す

る
。

b
b

7
2

(
2
)

　
再

生
可

能
廃

棄
物

の
リ

サ
イ

ク
ル

や
施

設
整

備
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
を

推
進

す
る

。

9
6

(
3
)

　
再

生
品

、
エ

コ
マ

ー
ク

商
品

な
ど

環
境

に
配

慮
し

た
物

品
の

使
用

、
購

入
に

努
め

る
。

b
b

２
施

設
設

備
の

整
備

、
活

用
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
２

施
設

設
備

の
整

備
、

活
用

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

7
3

(
1
)

　
良

好
な

教
育

研
究

活
動

環
境

を
維

持
す

る
た

め
、

既
存

施
設

の
修

繕
計

画
や

新
た

な
施

設
設

備
の

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

9
7

(
1
)

　
長

期
修

繕
計

画
に

基
づ

き
、

2
年

計
画

の
最

終
年

度
と

し
て

空
調

設
備

の
更

新
を

実
施

す
る

。
[
再

掲
]

b
b

7
4

(
2
)

　
市

民
に

開
か

れ
た

大
学

と
し

て
、

市
民

か
ら

大
学

施
設

を
有

効
的

に
活

用
し

て
も

ら
う

た
め

、
施

設
設

備
の

利
用

状
況

を
把

握
し

、
使

用
目

的
、

使
用

方
法

の
見

直
し

を
行

う
。

－

３
安

全
管

理
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
３

安
全

管
理

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

　
教

職
員

を
対

象
に

、
障

が
い

学
生

支
援

研
修

会
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

会
及

び
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
研

修
会

を
実

施
し

た
。

　
本

法
人

の
契

約
事

務
規

程
に

基
づ

き
、

法
令

を
遵

守
し

、
入

札
等

の
契

約
事

務
を

適
切

に
実

施
し

た
。

　
事

務
用

コ
ピ

ー
用

紙
は

グ
リ

ー
ン

購
入

法
総

合
評

価
値

8
5
以

上
の

も
の

、
ま

た
事

務
用

プ
リ

ン
タ

の
ト

ナ
ー

、
イ

ン
ク

カ
ー

ト
リ

ッ
ジ

は
使

用
後

の
回

収
と

再
製

品
化

が
可

能
な

も
の

の
購

入
に

努
め

た
。

　
事

務
用

品
等

は
グ

リ
ー

ン
購

入
法

適
合

、
エ

コ
マ

ー
ク

認
定

等
の

商
品

を
指

定
し

、
詰
め

替
え

が
可

能
な

も
の

を
優

先
し

て
購

入
し

た
。

　
2
年

計
画

の
最

終
年

度
と

し
て

、
前
年

度
に

引
き

続
き

空
調

機
本

体
及

び
自

動
制

御
装

置
の
更

新
工

事
を

行
い

完
了

し
た

。
[
再

掲
]

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等
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自
己

評
価

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
年

度
計

画
法

人
に

よ
る

自
己

評
価

結
果

計
画

の
実

施
状

況
等

7
5

(
1
)

　
労

働
安

全
衛

生
法

な
ど

に
基

づ
く

安
全

管
理

体
制

を
確

保
し

、
学

生
や

職
員

の
健

康
保

全
及

び
安

全
衛

生
に

努
め

る
。

9
8

(
1
)

　
学

校
医

、
産

業
医

、
看

護
師

、
臨

床
心

理
士

及
び

衛
生

管
理

者
を

配
置

し
、

学
生

や
職

員
の

健
康

保
全

及
び

安
全

衛
生

に
努

め
る

。

b
b

9
9

(
2
)

　
業

務
の

進
め

方
及

び
業

務
内

容
の

見
直

し
を

図
り

、
効

率
化

を
進

め
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
職

員
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
。

b
b

1
0
0

(
3
)

　
事

故
、

犯
罪

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
工

房
安

全
講

習
、

消
費

者
教

育
及

び
防

犯
講

習
を

実
施

す
る

。

b
b

7
6

(
2
)

　
大

規
模

災
害

に
備

え
、

地
域

社
会

と
一

体
と

な
っ

た
危

機
管

理
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
学

生
、

職
員

に
対

し
防

災
訓

練
等

を
定

期
的

に
行

う
。

1
0
1

(
4
)

　
作

成
し

た
震

災
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
地

震
発

生
を

想
定

し
た

学
内

の
防

災
訓

練
を

行
う

。
ま

た
、

地
元

町
内

会
と

一
体

と
な

っ
た

地
域

防
災

活
動

を
行

う
。

b
b

7
7

(
3
)

　
学

内
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

管
理

体
制

の
整

備
と

情
報

管
理

の
強

化
を

図
る

。

1
0
2

(
5
)

　
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
職

員
研

修
会

等
を

通
じ

、
情

報
管

理
意

識
の

徹
底

を
図

る
。

ま
た

、
情

報
機

器
の

入
替

え
等

に
よ

り
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
強

化
す

る
。

b
b

　
職

員
及

び
学

生
が

参
加

す
る

全
学

的
な

避
難

訓
練

を
9
月

に
行

い
、

1
0
月

に
は

上
川

西
地
区

内
自

主
防

災
会

連
合

会
の

防
災

訓
練

に
職

員
、

学
生
が

参
加

し
た

。

　
学

内
電

子
掲

示
板

を
用

い
、

日
常

的
に

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

注
意

喚
起

、
情
報

共
有

を
行

う
と

と
も

に
、

I
P
A
（

独
立

行
政

法
人
情

報
処

理
推

進
機

構
）

の
教

材
を

活
用

し
た

情
報

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
研

修
会

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

主
要

サ
ー

バ
に

お
い

て
情

報
機

器
の

設
定

の
確

認
と

見
直

し
を

行
い

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

強
化

を
行

っ
た

。

　
学

校
医

、
産

業
医

、
看

護
師

、
臨

床
心

理
士

、
衛

生
管

理
者

を
配

置
し

、
学

生
や

職
員

の
健

康
保

全
及

び
安

全
衛

生
に

努
め

た
。

　
ま

た
、

学
校

医
の

協
力

に
よ

り
、

外
部

の
医

療
機

関
と

の
連

携
を

図
っ

た
。

　
さ

ら
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
対

策
と

し
て

、
学

校
医

か
ら

対
応

策
の

指
針

を
示

し
て

も
ら

い
、

学
内

ル
ー

ル
を

作
成

し
、

対
応

に
万

全
を

期
し

た
。

　
各

部
署

に
お

け
る

業
務

の
進

め
方

及
び

業
務

内
容

の
見

直
し

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

時
間

外
勤

務
時

間
を

前
年

比
1
5
％

削
減

し
た

。
　

ま
た

、
働

き
方

改
革

に
関

す
る

ア
ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
職

員
の

業
務

実
態

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
S
D
を

外
部

社
会
保

険
労

務
士

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
交

え
な

が
ら

行
っ

た
。

　
新

入
生

に
対

し
、

以
下

の
各

種
講

習
等

を
実

施
し

た
。

①
 
火

事
を

想
定

し
た

避
難

訓
練

、
消
火

訓
練

（
実

施
者

：
総

務
課

事
務

職
員

）
②

 
工

房
利

用
説

明
会

（
実

施
者

：
学
部

長
、

学
務

課
事

務
職

員
他

）
③

 
「

大
学

生
に

な
っ

て
注

意
す

る
こ
と

～
巻

き
込

ま
れ

や
す

い
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

～
」

の
講
座

（
実

施
者

：
長

岡
市

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

）
④

 
「

初
め

て
の

一
人

暮
ら

し
（

防
犯
に

つ
い

て
）

」
の

講
座

（
実

施
者

：
長

岡
警

察
署

）
⑤

 
雪

道
安

全
講

習
（

実
施

者
：

学
務
課

事
務

職
員

）
⑥

 
工

房
安

全
講

習
会

（
実

施
者

：
学
部

長
、

工
房

管
理

担
当

職
員

、
学

務
課

事
務

職
員

）
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 Ⅲ
 

参
考

資
料

 

 

１
 

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

中
期

目
標

（
平

成
2
6

年
度

～
平

成
3
1

年
度

）
 

 前
文

 

長
岡

造
形

大
学

は
、

平
成

６
年

の
開

学
以

来
、

地
域

を
支

え
、

新
し

い
時

代
・
社

会
を

担
う

人
材

の
養

成
と

、
産

業
・学

術
・文

化
の

発
展

に
寄

与
し

て
き

た
。

 

し
か

し
、

少
子

化
や

大
学

間
競

争
が

加
速

す
る

厳
し

い
環

境
の

中
で

、
将

来
に

わ
た

っ

て
時

代
の

要
請

と
地

域
の

期
待

に
真

に
応

え
る

こ
と

の
で

き
る

、
よ

り
魅

力
と

実
力

の
あ

る

大
学

と
し

て
さ

ら
に

成
長

し
て

い
く

こ
と

が
強

く
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 
「
造

形
を

通
し

て
真

の
人

間
的

豊
か

さ
を

探
求

し
、

こ
れ

を
社

会
に

還
元

す
る

こ
と

の
で

き

る
創

造
力

を
備

え
た

人
材

を
養

成
す

る
」
と

い
う

建
学

の
理

念
を

体
現

し
、

未
来

を
担

う
若

者
の

夢
を

育
て

、
ふ

る
さ

と
や

日
本

、
ひ

い
て

は
世

界
の

発
展

に
貢

献
す

る
有

為
な

人
材

を
輩

出
し

て
い

く
こ

と
は

、
「
米

百
俵

の
精

神
」
を

大
切

に
す

る
長

岡
市

民
に

と
っ

て
の

大
き

な
願

い
で

あ
る

。
 

 
長

岡
市

は
、

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

（
以

下
「
法

人
」
と

い
う

。
）
が

自
律

的
、

弾

力
的

、
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
い

、
市

民
や

企
業

、
そ

し
て

社
会

の
期

待
と

負
託

に
応

え
て

い
く

た
め

に
、

次
の

点
を

基
本

に
中

期
目

標
を

定
め

る
。

 

 １
 

深
く

造
形

の
理

論
と

技
能

を
学

ぶ
こ

と
に

よ
り

、
「
問

題
を

発
見

す
る

力
」
、

「
答

え
を

創

造
す

る
力

」、
「
答

え
を

表
現

で
き

る
力

」を
修

得
し

、
人

間
的

に
豊

か
な

社
会

の
実

現
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

。
 

 ２
 

世
界

共
通

の
概

念
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
と

な
る

質
の

高
い

デ
ザ

イ
ン

の
追

究

に
幅

広
く

取
り

組
む

と
と

も
に

、
時

代
や

社
会

の
要

請
に

応
え

る
実

用
的

か
つ

実
践

的

な
研

究
を

進
め

る
こ

と
。

 

 ３
 

市
民

、
産

業
界

、
高

等
教

育
機

関
、

行
政

機
関

な
ど

と
の

連
携

を
強

化
し

、
教

育
研

究

の
成

果
や

知
的

・
物

的
資

源
を

社
会

に
還

元
す

る
と

と
も

に
、

地
域

社
会

の
課

題
解

決

や
新

た
な

地
域

価
値

の
創

造
に

貢
献

す
る

こ
と

。
 

 ４
 

「
民

間
的

発
想

」
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
な

ど
公

立
大

学
法

人
の

特
性

を
生

か
し

、
大

学

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
の

変
化

に
迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
運

営
体

制
を

確
立

す
る

こ
と

。
 

  第
１

 
中

期
目

標
の

期
間

及
び

教
育

研
究

上
の

基
本

組
織

 

 
１

 
中

期
目

標
の

期
間

 

平
成

２
６

年
４

月
１

日
か

ら
平

成
３

２
年

３
月

３
１
日

ま
で

と
す

る
。

 

 
 ２

 
教

育
研

究
上

の
基

本
組

織
 

こ
の

中
期

目
標

を
達

成
す

る
た

め
、

次
の

と
お

り
教

育
研

究
上

の
基

本
組

織
を

置

く
。

 

学
部

 
造

形
学

部
 

大
学

院
研

究
科

 
造

形
研

究
科

 

研
究

機
関

 
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
 

 第
２

 
大

学
の

教
育

研
究

等
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

 

 
１

 
教

育
に

関
す

る
目

標
 

 
（
１

）教
育

の
成

果
に

関
す

る
目

標
 

ア
 

学
士

課
程

に
お

け
る

教
育

 

デ
ザ

イ
ン

と
い

う
創

造
行

為
が

行
わ

れ
る

多
様

な
分

野
に

お
い

て
、

潜
在

す
る

問
題

を
探

し
出

し
、

社
会

の
要

請
に

基
づ

き
な

が
ら

創
造

的
に

解
決

す
る

と
と

も
に

、

こ
れ

を
社

会
に

還
元

す
る

た
め

に
必

要
な

次
の

能
力

を
備

え
た

人
材

を
養

成
す

る
。
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（
ア

）
社

会
人

基
礎

力
 

「
主

体
的

に
前

へ
と

踏
み

出
す

力
」
、

「
問

題
解

決
に

向
け

論
理

的
か

つ
多

面
的

に
考

え
抜

く
力

」
、

「
互

尊
独

尊
の

精
神

に
よ

り
責

任
と

協
調

を
も

っ
て

チ

ー
ム

で
働

く
力

」
の

３
つ

の
能

力
に

よ
り

、
多

様
な

社
会

環
境

に
対

応
で

き
る

力
。

 

 
 

 
 

（
イ

）
構

想
力

 

人
と

造
形

と
の

関
係

を
追

究
で

き
る

専
門

的
か

つ
横

断
的

な
知

識
を

修
得

し
、

「
問

題
の

発
見

」
、

「
原

因
の

究
明

」
、

「
解

決
へ

の
構

想
」
、

「
試

行
及

び
検

証
」

を
実

践
で

き
る

力
。

 

 
 

 
 

（
ウ

）
造

形
力

 

人
間

に
対

す
る

深
い

理
解

と
洞

察
に

基
づ

く
、

モ
ノ

、
生

活
、

都
市

、
自

然
へ

の
豊

か
な

感
性

と
、

造
形

に
対

す
る

確
か

な
技

術
に

よ
り

、
「
思

い
」
を

形
と

し
て

表
現

で
き

る
力

。
 

 

イ
 

大
学

院
課

程
に

お
け

る
教

育
 

デ
ザ

イ
ン

を
め

ぐ
る

幅
広

い
研

究
領

域
を

総
合

的
、

横
断

的
に

鳥
瞰

し
、

さ
ま

ざ

ま
な

専
門

分
野

の
融

合
を

図
り

な
が

ら
、

高
度

で
学

際
的

な
知

識
と

技
術

、
そ

し
て

広
い

視
野

に
よ

っ
て

デ
ザ

イ
ン

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
。

 

  
（
２

）教
育

の
内

容
等

に
関

す
る

目
標

 

ア
 

入
学

者
受

入
方

針
 

社
会

に
お

い
て

創
造

的
役

割
を

担
い

た
い

と
い

う
強

い
意

志
を

抱
き

、
目

的
意

識
や

向
学

心
が

高
く

、
優

れ
た

資
質

を
有

す
る

人
材

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。
 

 

イ
 

教
育

課
程

 

（
ア

）
学

士
課

程
 

「
社

会
人

基
礎

力
」
、

「
構

想
力

」
、

「
造

形
力

」
の

養
成

に
重

点
を

置
き

、
デ

ザ
イ

ン
を

よ
り

実
践

的
、

総
合

的
に

学
ぶ

た
め

、
地

域
、

社
会

、
企

業
と

連
携

し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
 

 

（
イ

）
大

学
院

課
程

 

専
門

分
野

に
お

け
る

デ
ザ

イ
ン

理
論

の
深

化
と

総
合

的
な

デ
ザ

イ
ン

技
法

の

高
度

化
を

図
る

と
と

も
に

、
異

な
る

分
野

の
融

合
か

ら
デ

ザ
イ

ン
の

新
し

い
役

割

と
可

能
性

を
探

求
で

き
る

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
 

 

ウ
 

教
育

方
法

 

地
域

社
会

を
デ

ザ
イ

ン
の

実
践

的
な

学
び

の
場

と
し

、
学

生
の

主
体

的
な

学
修

を
重

視
し

た
効

果
の

高
い

教
育

を
確

保
す

る
た

め
、

デ
ザ

イ
ン

教
育

の
特

性
に

応

じ
た

授
業

形
態

、
指

導
方

法
の

改
善

を
図

る
。

 

 

エ
 

学
生

の
成

績
評

価
 

教
育

の
質

を
確

保
す

る
た

め
、

成
績

評
価

基
準

と
学

位
授

与
基

準
を

明
確

に

定
め

、
こ

れ
を

厳
格

に
運

用
す

る
。

 

  
（
３

）教
育

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
 

ア
 

教
員

の
適

切
な

配
置

と
教

育
力

の
向

上
 

質
の

高
い

教
育

を
行

い
、

き
め

細
や

か
な

指
導

体
制

を
実

現
す

る
た

め
、

適
切

に
教

員
を

配
置

し
、

教
育

力
の

向
上

を
図

る
。

 

ま
た

、
教

員
の

資
質

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
教

育
内

容
・
方

法
を

改
善

す

る
た

め
の

組
織

的
な

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

 

 

イ
 

教
育

環
境

の
整

備
 

学
生

の
創

造
性

と
自

主
性

を
引

き
出

し
、

教
育

効
果

の
高

い
実

習
や

演
習

を

行
う

た
め

、
工

房
を

は
じ

め
と

す
る

施
設

設
備

な
ど

の
充

実
を

図
る

。
 

ウ
 

教
育

活
動

の
評

価
及

び
改

善
 

教
育

活
動

に
つ

い
て

、
内

部
検

証
を

行
う

と
と

も
に

、
外

部
評

価
や

学
生

授
業

評
価

な
ど

の
客

観
的

な
評

価
を

実
施

し
、

そ
の

評
価

結
果

を
教

育
活

動
に

反
映

さ

せ
改

善
を

図
る

。
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（
４

）学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

 

 
 

 
ア

 
学

修
支

援
 

学
生

自
ら

が
学

修
意

欲
を

高
め

、
自

主
的

学
修

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
き

め
細

や

か
な

相
談

支
援

体
制

を
整

備
し

、
学

び
の

場
と

し
て

の
学

生
の

満
足

度
の

向
上

を

図
る

。
 

  
 

 
イ

 
生

活
支

援
 

学
生

生
活

の
実

態
や

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
た

上
で

、
学

生
が

健
康

で
充

実
し

た

生
活

を
送

れ
る

よ
う

、
健

康
管

理
、

生
活

相
談

、
課

外
活

動
な

ど
に

対
す

る
支

援

体
制

を
整

備
す

る
。

 

  
 

 
ウ

 
就

職
・
進

学
等

支
援

 

学
生

が
早

い
段

階
か

ら
将

来
へ

の
目

的
意

識
を

明
確

に
定

め
、

自
己

の
将

来

設
計

に
つ

い
て

考
え

ら
れ

る
よ

う
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
支

援
に

積
極

的
に

取
り

組

む
。

 

ま
た

、
職

員
の

指
導

力
を

強
化

し
、

相
談

支
援

体
制

の
充

実
を

図
る

。
 

  
２

 
研

究
に

関
す

る
目

標
 

 
（
１

）研
究

水
準

及
び

研
究

の
成

果
に

関
す

る
目

標
 

世
界

の
共

通
言

語
と

な
る

質
の

高
い

デ
ザ

イ
ン

の
追

究
に

幅
広

く
取

り
組

む
と

と
も

に
、

時
代

や
社

会
の

要
請

に
応

え
る

実
用

的
か

つ
実

践
的

な
研

究
を

進
め

る
。

 

ま
た

、
研

究
の

成
果

は
体

系
的

に
蓄

積
し

、
学

内
外

に
お

い
て

有
効

活
用

を
図

る
。

 

  
（
２

）研
究

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
 

大
学

の
研

究
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
市

民
、

産
業

界
、

高
等

教
育

機
関

、
行

政
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
、

弾
力

的
な

研
究

実
施

体
制

と
全

学
的

な
研

究
支

援
体

制
を

整
備

す
る

。
 

  
３

 
地

域
貢

献
に

関
す

る
目

標
 

 
（
１

）地
域

社
会

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

 

新
た

に
設

置
す

る
「
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
」
を

拠
点

に
、

産
学

官
の

連
携

に
と

ど
ま

ら

な
い

地
域

社
会

全
体

の
協

働
に

取
り

組
み

、
地

域
課

題
の

解
決

や
新

た
な

地
域

価
値

の
創

造
を

目
指

す
。

 

ま
た

、
大

学
が

有
す

る
知

的
・
物

的
資

源
を

社
会

に
還

元
し

、
市

民
生

活
の

文
化

向

上
や

生
涯

学
習

の
推

進
に

寄
与

す
る

。
 

  
（
２

）教
育

機
関

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

 

保
育

園
、

幼
稚

園
か

ら
高

等
学

校
ま

で
の

教
育

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
、

子
ど

も
た

ち

の
デ

ザ
イ

ン
マ

イ
ン

ド
を

育
て

る
。

 

ま
た

、
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

、
互

い
の

特
徴

あ
る

教
育

研
究

機
能

を
生

か
し

、
地

域
の

課
題

解
決

や
人

材
育

成
に

取
り

組
む

。
 

  
４

 
国

際
交

流
に

関
す

る
目

標
 

教
育

研
究

の
活

性
化

と
国

際
感

覚
の

豊
か

な
人

材
の

育
成

を
図

る
た

め
、

国
際

交

流
協

定
締

結
校

に
加

え
、

国
際

姉
妹

都
市

の
大

学
と

も
新

た
な

交
流

・
連

携
を

進
め

る
。

 

 第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
 

 
１

 
運

営
体

制
の

改
善

に
関

す
る

目
標

 

経
営

の
責

任
者

で
あ

る
理

事
長

と
教

学
の

責
任

者
で

あ
る

学
長

が
相

互
に

連
携

し
、

迅
速

か
つ

的
確

な
意

思
決

定
が

可
能

な
組

織
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

ま
た

、
「
民

間
的

発
想

」
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
な

ど
公

立
大

学
法

人
の

特
性

を
生

か
し

た
自

律
的

、
弾

力
的

、
効

率
的

な
運

営
体

制
を

構
築

す
る

。
 

  
２

 
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
に

関
す

る
目

標
 

教
育

研
究

の
高

度
化

と
学

際
化

を
図

り
、

社
会

の
教

育
研

究
に

対
す

る
要

請
や

学

生
の

学
修

需
要

に
対

応
す

る
た

め
、

教
育

研
究

組
織

の
不

断
の

見
直

し
を

行
う

。
 

  
３

 
人

事
の

適
正

化
に

関
す

る
目

標
 

教
育

研
究

活
動

の
活

性
化

と
質

的
向

上
を

図
り

、
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

業
務

運
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営
を

進
め

る
た

め
、

職
員

の
意

欲
、

能
力

及
び

業
績

等
が

適
切

に
評

価
さ

れ
る

制
度

を

構
築

し
、

人
事

の
適

正
化

を
図

る
。

 

  
４

 
事

務
の

効
率

化
及

び
合

理
化

に
関

す
る

目
標

 

事
務

職
員

の
資

質
向

上
と

専
門

性
を

高
め

る
た

め
、

組
織

的
な

職
務

能
力

の
開

発

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

外
部

委
託

を
有

効
に

活
用

し
、

事
務

処
理

の
効

率
化

及
び

合

理
化

を
図

る
。

 

 第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

 

 
１

 
経

営
の

安
定

化
に

向
け

た
自

己
収

入
の

確
保

に
関

す
る

目
標

 

学
生

納
付

金
に

よ
る

収
入

に
つ

い
て

は
、

入
学

定
員

の
確

保
や

社
会

情
勢

等
を

勘

案
し

た
適

切
な

金
額

設
定

に
よ

り
、

安
定

し
た

収
入

の
確

保
に

努
め

る
。

 

ま
た

、
競

争
的

研
究

資
金

、
受

託
研

究
、

共
同

研
究

、
寄

付
金

等
の

外
部

資
金

を
獲

得
す

る
た

め
の

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

 

 

２
 

経
費

の
節

減
に

関
す

る
目

標
 

教
育

研
究

の
水

準
の

維
持

向
上

に
配

慮
し

な
が

ら
、

業
務

運
営

の
効

率
化

と
合

理

化
に

よ
り

経
費

節
減

を
図

る
。

 

 

３
 

資
産

の
運

用
管

理
の

改
善

に
関

す
る

目
標

 

資
産

の
適

正
な

管
理

を
行

う
た

め
、

常
に

資
産

の
状

況
に

つ
い

て
把

握
、

分
析

を
行

い
、

安
全

か
つ

効
果

的
な

活
用

を
図

る
。

 

 第
５

 
自

己
点

検
・
評

価
及

び
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

 

 
１

 
自

己
点

検
・
評

価
に

関
す

る
目

標
 

教
育

研
究

及
び

業
務

運
営

の
改

善
に

資
す

る
た

め
、

自
己

点
検

・
評

価
の

定
期

的

な
実

施
と

と
も

に
、

評
価

の
客

観
性

を
確

保
す

る
た

め
、

第
三

者
機

関
に

よ
る

外
部

評

価
を

受
け

、
結

果
を

公
表

す
る

。
 

 
２

 
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

 

法
人

と
し

て
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
た

め
、

教
育

研
究

活
動

、
地

域
貢

献
活

動
及

び
運

営
状

況
に

つ
い

て
積

極
的

な
情

報
発

信
を

進
め

る
。

 

 第
６

 
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

目
標

 

 
１

 
社

会
的

責
任

に
関

す
る

目
標

 

人
権

擁
護

や
法

令
遵

守
に

対
す

る
学

生
や

職
員

の
意

識
の

向
上

、
環

境
に

配
慮

し

た
活

動
の

実
践

な
ど

、
大

学
の

社
会

的
責

任
を

果
た

す
と

と
も

に
、

社
会

の
信

頼
を

確

保
す

る
取

り
組

み
を

推
進

す
る

。
 

 
 

 
２

 
施

設
設

備
の

整
備

、
活

用
に

関
す

る
目

標
 

良
好

な
教

育
研

究
環

境
を

保
つ

た
め

、
施

設
設

備
の

適
切

な
維

持
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
時

代
の

変
化

や
技

術
の

進
歩

に
応

じ
た

整
備

を
計

画
的

に
実

施
す

る
。

 

ま
た

、
地

域
貢

献
活

動
の

一
環

と
し

て
施

設
の

地
域

開
放

を
行

う
な

ど
、

施
設

設
備

の
有

効
活

用
を

図
る

。
 

  
３

 
安

全
管

理
に

関
す

る
目

標
 

学
内

の
安

全
衛

生
管

理
の

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

、
事

故
や

犯
罪

を
未

然
に

防
止

し
、

災
害

や
感

染
症

の
発

生
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
地

域
一

体
と

な

っ
た

危
機

管
理

体
制

を
確

立
す

る
。
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 Ⅲ
 

参
考

資
料

 

 

２
 

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

 
各

事
業

年
度

の
業

務
実

績
評

価
（
年

度
評

価
）
実

施
要

領
 

 １
 

趣
旨

 

こ
の

要
領

は
、

地
方

独
立

行
政

法
人

法
第

7
8

条
の

２
の

規
定

及
び

当
該

規
定

に
基

づ
き

定
め

ら
れ

た
市

規
則

（
公

立
大

学
法

人
長

岡
造

形
大

学
の

業
務

運
営

並
び

に
財

務
及

び
会

計
に

関
す

る
規

則
）に

基
づ

き
、

長
岡

市
公

立
大

学
法

人
評

価
委

員
会

（以

下
「評

価
委

員
会

」と
い

う
。

）が
行

う
公

立
大

学
法

人
長

岡
造

形
大

学
（以

下
「法

人
」と

い
う

。
）の

各
事

業
年

度
の

業
務

実
績

に
関

す
る

評
価

（以
下

「年
度

評
価

」と
い

う
。

）を

適
切

に
行

う
た

め
、

評
価

の
実

施
に

関
し

て
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

で
あ

る
。

 

 ２
 

評
価

の
目

的
 

年
度

評
価

は
、

法
人

の
業

務
運

営
の

自
主

的
か

つ
継

続
的

な
見

直
し

・
改

善
を

促

し
、

法
人

の
業

務
の

質
的

向
上

、
業

務
運

営
の

効
率

化
、

透
明

性
の

確
保

に
資

す
る

こ

と
を

目
的

と
し

て
行

う
。

 

 

３
 

評
価

の
基

本
方

針
 

年
度

評
価

は
、

法
人

の
中

期
目

標
の

達
成

に
向

け
た

中
期

計
画

の
進

捗
状

況
を

確

認
す

る
観

点
か

ら
行

い
、

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
総

合
的

か
つ

効
率

的
に

行
う

こ
と

と
す

る
。

 な
お

、
評

価
の

際
は

、
法

人
の

教
育

研
究

の
特

性
や

業
務

運
営

の
自

主
性

・
自

律

性
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
評

価
を

通
じ

て
、

法
人

の
中

期
目

標
の

達
成

に
向

け
た

取

組
状

況
を

市
民

に
分

か
り

や
す

く
示

す
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 ４
 

年
度

評
価

の
実

施
時

期
 

年
度

評
価

は
、

当
該

事
業

年
度

終
了

後
、

概
ね

５
月

以
内

に
実

施
す

る
も

の
と

す
る

。
 

５
 

年
度

評
価

の
実

施
方

法
 

（
1
）
 

評
価

手
法

 

年
度

評
価

は
、

そ
の

目
的

を
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

達
成

す
る

た
め

、
法

人
が

そ
の

業
務

実
績

に
基

づ
い

て
行

う
自

己
評

価
結

果
を

踏
ま

え
、

項
目

別
に

評
価

の
う

え
、

中
期

計
画

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
（全

体
評

価
）を

行
う

。
 

 （
2
）
 

評
価

項
目

 

評
価

項
目

に
つ

い
て

は
、

別
表

1
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 （
3
）
 

評
価

基
準

 

評
価

に
あ

た
っ

て
は

、
別

表
２

の
取

扱
い

を
基

本
に

、
取

組
状

況
や

計
画

の
難

易

度
、

外
的

要
因

等
、

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
を

総
合

的
に

勘
案

し
て

評
価

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
4
）
 

評
価

の
手

順
 

①
 

項
目

別
評

価
 

ア
 

法
人

に
よ

る
実

績
報

告
・自

己
評

価
 

 
 

 
 

法
人

は
、

年
度

計
画

記
載

事
項

ご
と

（
事

業
単

位
）
及

び
評

価
指

標
ご

と
（
指

標
単

位
）
の

業
務

実
績

（
年

度
計

画
に

お
け

る
各

事
業

の
実

施
状

況
及

び
事

業
の

成
果

に
関

す
る

指
標

の
達

成
度

）
を

取
り

ま
と

め
、

(3
)に

定
め

る
評

価
基

準
に

沿
っ

て
自

己
評

価
を

行
っ

た
う

え
、

業
務

実
績

報
告

書
を

作
成

し
、

評
価

の
実

施
時

期
の

属
す

る
年

度
の

６
月

末
日

ま
で

に
評

価
委

員
会

に
提

出
す

る
。

 

 イ
 

評
価

委
員

会
に

よ
る

検
証

・
評

価
 

（
ア

）
 

法
人

の
自

己
評

価
結

果
の

検
証

・評
価
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評
価

委
員

会
は

、
法

人
か

ら
提

出
さ

れ
た

業
務

実
績

報
告

書
に

つ
い

て
、

法
人

関
係

者
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

よ
っ

て
検

証
の

う
え

、
事

業

単
位

及
び

指
標

単
位

で
(
3
)
に

定
め

る
評

価
基

準
に

沿
っ

て
評

価
す

る
。
 

 
 

 
な
お

、
評
価

委
員
会
は

、
検

証
・

評
価
を

行
う
う
え

で
必

要
が

あ
る
 

 

場
合

、
法

人
に

対
し

て
資

料
の

追
加

提
出

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

も

の
と

す
る
。
 

 （
イ

）
 

大
項

目
別

評
価

 

評
価

委
員

会
は

、
事

業
単

位
及

び
指

標
単

位
評

価
の

結
果

を
踏

ま
え

、

別
表

１
に

定
め

る
大

項
目

ご
と

に
、

(3
)に

定
め

る
評

価
基

準
に

沿
っ

て
、

中

期
計

画
の

進
捗

状
況

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
評

価
す

る
。

 

 

②
 

全
体

評
価

 

評
価

委
員

会
は

、
項

目
別

評
価

の
結

果
を

踏
ま

え
、

中
期

目
標

の
達

成
に

向

け
た

中
期

計
画

全
体

の
進

捗
状

況
を

総
合

的
に

勘
案

し
て

評
価

す
る

。
 

 

（5
） 

評
価

書
の

作
成

 

①
 

評
価

書
原

案
の

作
成

及
び

法
人

か
ら

の
意

見
の

聴
取

 

評
価

委
員

会
は

、
評

価
の

透
明

性
・
正

確
性

を
確

保
す

る
た

め
、

(4
)に

定
め

る
手

順
に

よ
っ

て
評

価
し

た
結

果
を

と
り

ま
と

め
、

評
価

書
原

案
を

作
成

し
、

法
人

に
提

示

す
る

。
 

 
 

 
 

 

法
人

は
、

評
価

書
原

案
に

対
す

る
意

見
を

書
面

に
よ

り
評

価
委

員
会

に
申

し
出

る

も
の

と
す

る
。

 

 

②
 

評
価

書
の

確
定

 

評
価

委
員

会
は

、
評

価
書

原
案

に
対

す
る

法
人

か
ら

の
意

見
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
て

法
人

関
係

者
の

説
明

を
受

け
た

後
、

当
該

意
見

の
適

否
を

審
議

し
、

当

該
案

に
修

正
を

加
え

る
等

に
よ

り
評

価
書

を
確

定
す

る
。

 

 

６
 

評
価

結
果

の
取

扱
い

 

（
1
）
 

評
価

結
果

の
通

知
及

び
公

表
 

評
価

委
員

会
は

、
評

価
書

を
作

成
し

た
と

き
は

、
遅

滞
な

く
当

該
評

価
書

を
法

人

及
び

長
岡

市
長

に
送

付
す

る
と

と
も

に
、

長
岡

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
公

表
す

る
。

 

 （
2
）
 

評
価

結
果

の
活

用
・
反

映
 

法
人

は
、

評
価

結
果

を
自

ら
の

業
務

運
営

等
の

見
直

し
ま

た
は

改
善

に
活

用
・
反

映
さ

せ
て

い
く

も
の

と
す

る
。

 

な
お

、
評

価
委

員
会

は
、

評
価

に
際

し
て

、
過

去
の

評
価

結
果

が
法

人
の

業
務

運
営

に
活

用
・反

映
さ

れ
て

い
る

か
確

認
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 ７
 

評
価

方
法

の
継

続
的

な
見

直
し

 

こ
の

要
領

に
つ

い
て

は
、

年
度

評
価

の
実

施
状

況
等

を
踏

ま
え

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
す

も
の

と
す

る
。

 

 ８
 

そ
の

他
 

こ
の

要
領

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

評
価

の
実

施
に

必
要

な
事

項
は

、
評

価
委

員
会

が
別

に
定

め
る

。
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 別
表

1
：
年

度
評

価
に

お
け

る
評

価
項

目
 

評
価

区
分

 
評

価
の

対
象

、
内

容
等

 

項 目 別 評 価 

事
業

単
位

評
価

 

年
度

計
画

の
第

1
か

ら
第

5
の

最
小

項
目

と
し

て
記

載
さ

れ
て

い
る

各
事

項
の

達
成

状
況

 

※
第

6
か

ら
第

1
0

に
係

る
実

績
に

つ
い

て
は

、
全

体
評

価
の

際
に

参
考

情
報

と
し

て
用

い
る

。
 

指
標

単
位

評
価

 
年

度
計

画
の

各
数

値
目

標
の

達
成

状
況

 

大
項

目
別

評
価

 

事
業

単
位

評
価

及
び

指
標

単
位

評
価

を
踏

ま
え

た
、

中
期

計
画

に
お

け

る
5

つ
の

大
項

目
（
8

区
分

）
ご

と
の

進
捗

状
況

 

 
第

1
 

大
学

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す

る
た

め
の

措
置

 

 
 

1
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

[教
育

に
関

す
る

事
項

] 

 
 

2
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

[研
究

に
関

す
る

事
項

] 

 
 

3
 

地
域

貢
献

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

[地
域

貢
献

に
関

す
る

事
項

] 

 
 

4
 

国
際

交
流

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

[国
際

交
流

に
関

す
る

事
項

] 

 
第

2
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る

た
め

の
措

置
[業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
事

項
] 

 
第

3
 

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

[財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
事

項
] 

 
第

4
 

自
己

点
検

・
評

価
及

び
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
[自

己
点

検
・
評

価
及

び
情

報
公

開
の

推

進
に

関
す

る
事

項
] 

 
第

5
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

[そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
事

項
] 

全
体

評
価

 
項

目
別

評
価

を
踏

ま
え

た
中

期
計

画
全

体
の

進
捗

状
況

 

別
表

2
：
年

度
評

価
に

お
け

る
評

価
基

準
 

評
価

区
分

 
評

定
 

標
語

 
評

価
の

目
安

 

項 目 別 評 価 

事 業 単 位 評 価 

ｓ 
年

度
計

画
を

大
幅

に
上

回
る

 
特

に
優

れ
る

若
し

く
は

顕
著

な
成

果
 

ａ
 

年
度

計
画

を
上

回
る

 
上

回
る

も
し

く
は

十
分

な
実

施
 

ｂ
 

年
度

計
画

を
概

ね
実

施
 

実
施

 

ｃ
 

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

せ
ず

 
下

回
る

も
し

く
は

実
施

が
不

十
分

 

ｄ
 

年
度

計
画

を
大

幅
に

下
回

る
 

特
に

劣
る

も
し

く
は

実
施

せ
ず

 

指 標 単 位 評 価 

ｓ 
年

度
計

画
を

大
幅

に
上

回
る

 
達

成
率

1
0
0
%
以

上
か

つ
顕

著
な

成
果

 

ａ
 

年
度

計
画

を
上

回
る

 
達

成
率

1
0
0
%
以

上
 

ｂ
 

年
度

計
画

を
概

ね
実

施
 

達
成

率
8
0
%
以

上
1
0
0
%
未

満
 

ｃ
 

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

せ
ず

 
達

成
率

6
0
%
以

上
8
0
%
未

満
 

ｄ
 

年
度

計
画

を
大

幅
に

下
回

る
 

達
成

率
6
0
%
未

満
 

大 項 目 別 評 価 

Ｓ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

優
れ

て
順

調
 

大
項

目
別

（
8

区
分

）
に

、
中

期
計

画

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
、

事
業

単
位

評
価

及
び

指
標

単
位

評
価

か
ら

総
合

的
に

勘
案

し
、

評
価

 

Ａ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

順
調

 

Ｂ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

概
ね

順
調

 

Ｃ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

や
や

遅
れ

て
い

る
 

Ｄ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

遅
れ

て
い

る
 

全
体

評

価
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

優
れ

て
順

調
 

中
期

計
画

全
体

の
進

捗
状

況
に

つ

い
て

、
項

目
別

評
価

か
ら

総
合

的
に

勘
案

し
、

評
価

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

順
調

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

概
ね

順
調

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

や
や

遅
れ

て
い

る
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

遅
れ

て
い

る
 

 


